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不思議にチャレンジする

FACULTY OF SCIENCE, OKAYAMA UNIVERSITY 2016

岡｜山｜大｜学｜理｜学｜部｜案｜内

※ このシンボルマークはRi（理）をモチーフに、　 
　  5学科の成長と躍進の希望をこめて、空に
　 向かって伸び進む一つの芽を表しています。
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　そもそも理学部の「理学」とは何でしょう。明治時代に諸外国から様々な学
問が流入するようになって、philosophy（哲学）や physics（物理学）の訳
語として使われたこともありましたが、今日では自然界における不思議を解き明
かしていく学問を指しています。
　この「理学」を動機付けているのは、ユーリカ（eureka）という人間本来
の知を得る喜びにあります。かつて、黄金の王冠に混ぜ物がないかを調べるよ
う頼まれたアルキメデスは、入浴中に比重を測ればよいことに気づき、興奮の
あまり「分かったぞ！」（「ユーリカ！」）と叫びながら裸で通りに飛び出したと言
われています。アルキメデスでなくとも、たった一つの補助線で、難しいと思っ
ていた初等幾何の問題に光がさすように答が見えてきたときの感動を皆さんも
覚えていることと思います。
　同じ理系でも、工学部では、科学的成果を人間社会のためにどのように役立
てるかを研究しているのに対し、理学部では、自然の様々な事象がどうなって
いるのかを追求しています。理学部が求める学生像は、「真理」の探求者とな
ることを希望し、「知」を得ることに喜びを感じる人たちなのです。
　岡山大学理学部は、1949 年に岡山大学の創設と同時に設置されました。
その起源をたどれば、旧制第六高等学校の理科を母体としており、100 年を
こえる歴史をもつ伝統ある高等教育機関です。創設には高名な物理学者であっ
た仁科芳雄博士が大きな貢献をされ、その顕彰の為に理学部前には仁科博士
の銅像があります。また、仁科博士を記念した「仁科賞」が、毎年優秀な大
学院生におくられています。
　理学部にある５学科―数学科・物理学科・化学科・生物学科・地球科学科は、
自然科学を代表する重要な５分野の教育・研究を目的に設けられています。と
もに４年間の一貫したカリキュラムにより、基礎から最新の内容に至るまで、
｢少人数教育｣ により体系的に学ぶことができるようになっています。最終
年度には研究室に所属し、課題研究（卒業研究）を行い、四年間の学部での
学びの総括を行います。
　また、理学部では 2011 年より「フロンティアサイエンティスト特別コース」
が開設されています。意欲がある学生を低学年のうちから支援して、研究者と
しての必要な能力や技術を伸ばす独自の教育を行っています。本コース生の募
集は、入学後におこなわれ、じっくりと将来の進路を考えていくことができます。
　理学部卒業生の半数以上は、さらに高度な知識を修得するために、岡山大学
大学院自然科学研究科や他の研究科または他大学の大学院に進学しています。
　岡山大学理学部の全ての教員は、理学部生のために授業をする教育者である
と同時に、自然界の基本原理の解明に一生を捧げている研究者たちです。現在、
光合成のメカニズムの解明や超伝導新素材の開発など、教員の数に等しい注目
すべき数々の研究が、ここ岡山大学理学部で進行中です。それらの研究成果
は広く世界に向けて公表され、いずれも高い評価を得ています。
　岡山大学理学部において、次世代を担う皆さんが自然科学の基礎を学び、
私たち教員と共に自然界のさまざまな不思議の謎解きに挑戦し、共に「ユー
リカ」と叫ぶ日が来ることを心から期待しています。

ＥＵＲ EＫＡ

「知」を得る喜び

岡山大学理学部長

吉　野　雄　二
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岡山大学理学部とは
Faculty of Science,Okayama University

• 人間性に富む豊かな教養
• 自然科学の理解と活用につながる専門性
• 効果的に活用できる情報力
• 時代と社会をリードする行動力
• 生涯に亘る自己実現力

学位
授与方針

■ カリキュラムの特徴

■ 取得可能免許・資格等

数学科
Department of Mathematics

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

■ ディプロマポリシー 知の継承者となることを保証するため、学生が卒業までに
以下の学士力を基本的に習得することを目標としている。

フロンティアサイエンティスト
特別コース

（学生の自発的な研究活動を支援）

４年一貫の教育システム
数学科・物理学科・化学科・生物学科・地球科学科

大
学
院
進
学
・
就
職

複合領域科学コース
（２学科以上の幅広い専門教育）

1年次 ２年次 ３年次 ４年次

教養教育
科　目

課題研究
（卒業研究）
・

セミナー

専門教育
科　目

　理学部は、数学科、物理学科、化学
科、生物学科、地球科学科の 5 学科に
加え、臨海実験所、界面科学研究施設、
量子宇宙研究センターの３附属施設か
ら構成されています。理学部では、４
年一貫の少人数教育システムを採用し
ています。
　１年次では教養教育を受けつつ各学
科で基礎的な専門教育を受けます。２・
３年次では研究活動に関連する専門科
目を学び、４年次で特定のテーマに
沿った課題研究（卒業研究）やセミナー
などを通じて専門知識を究めます。
　一方、専門科目を２学科以上にわ
たって履修し、幅広い専門知識を身に
つけることができる複合領域科学コー
スや、各学科の専門科目に加えて最先
端の研究に触れつつ学生の自発的な研
究活動を支援するフロンティアサイエ
ンティスト特別コースもあります。

学　科 免　許 資　格
数 学 科 中学校教諭一種免許状　数学 高等学校教諭一種免許状　数学 ―

物 理 学 科

中学校教諭一種免許状　理科 高等学校教諭一種免許状　理科

―

化 学 科 危険物取扱者（甲種）受験資格

生 物 学 科 学芸員（任用資格）

地球科学科 学芸員（任用資格）、測量士補
※取得可能な教員免許状の教科は、カリキュラム改訂等により一部変更となる場合があります。
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入試の概要

■ アドミッションポリシー

１• 自然科学の基礎を学び、その知識や能力を社会で生かしたいと考える人
２• 自然現象を原理や法則から理解したいと考える人
３• 真理探究への情熱をもっている人

入学者
受入方針

■ 平成28年度入試日程

■ 平成27年度入試  実施状況

■ 入学料・授業料

第３年次編入学試験
平成27年6月20日（土）～21日（日）

大学入試センター試験
平成28年1月16日（土）～17日（日）

後期日程
平成28年3月12日（土）

国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ入試
（ＡＯ入試）

（平成27年8月予定）
※書類審査のみ

物理チャレンジ
（ＡＯ入試）

（平成27年10月予定）
※書類審査のみ

前期日程
帰国子女入試

私費外国人留学生特別入試
平成28年2月25日（木）

※募集人員や入試科目等、詳細は、「平成 28 年度岡山大学入学者選抜要項」等を参照してください。　

学　科 募集
人員

国際バカロレア入試
（ＡＯ入試）

物理チャレンジ
（ＡＯ入試）

一般入試
（前期日程）

一般入試
（後期日程）

募集
人員

志願
者数

合格
者数

募集
人員

志願
者数

合格
者数

募集
人員

志願
者数

合格
者数

募集
人員

志願
者数

合格
者数

数 学 科 19 0 0 16 38 19 3 9 4
物 理 学 科 34 若 1 0 3 0 0 26 63 31 5 30 5
化 学 科 29 干 0 0 26 70 29 3 17 4
生 物 学 科 29 人 0 0 24 60 25 5 24 6
地球科学科 24 0 0 20 64 22 4 18 6

計 135 1 0 3 0 0 112 295 126 20 98 25

■ 入学料   ………………………282,000 円（予定額）
■ 授業料（年額） ………………535,800 円（予定額）

Admissions

＊入学時及び在学中に改定が行われた場合には、改定時から新たな金額が適用されます。

第３年次編入学

募集
人員

志願
者数

合格
者数

14 9
15 6

20 14 6
9 6
6 5

20 58 32

物理学科
Department of Physics

化学科 生物学科
Department of Biology

地球科学科
Department of Earth SciencesDepartment of Chemistry

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

理学部では、基礎的かつ総合的な学力を重視しつつ、以下の
ような意欲と能力をもった学生が入学することを希望します。

学　科
帰国子女入試 私費外国人

留学生特別入試
募集
人員

志願
者数

合格
者数

募集
人員

志願
者数

合格
者数

数 学 科 0 0 0 0
物 理 学 科 若 0 0 若 0 0
化 学 科 干 0 0 干 1 0
生 物 学 科 人 0 0 人 4 2
地球科学科 0 0 1 0

計 0 0 6 2
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　数学科では、数や空間をはじめとする現代数学の諸
概念と、それらの調和があやなす美しい理論の体系を
学びます。
　基礎から無理なく学べる独自のカリキュラムを設け、
コンピュータを用いた情報関連科目の教育にも力を入
れています。
　1 学年 20 余名の仲間とともに 4 年間学ぶ中で生ま
れる親密な雰囲気と、15 名の教員によるきめ細かな
指導も本学科で学ぶ大きなメリットです。数学の学習
を通して得られる柔軟な発想力や論理的思考力は、情
報化され激しく変化する現代社会を生きて行く上でも、
心強い味方となるでしょう。

⓵ 大学において数学を学ぶための基礎学力を備えている人
⓶ 数学に対するセンスをもち、また愛情にあふれている人
⓷ 自らの考えを論理的に表現できる人

数学科では、次のような学生を求めています。

「可換環の次元論」「p 進 Hodge 理論に向けて」「モデルの理論」「整数の分割｣ ｢講義室分割｣「多様体の幾何と微分形式」
「リー群の幾何学的構造の研究」「モース理論」「Riemann 多様体の完備性」「被覆空間と基本群」
「無限直積測度空間と独立同分布確率変数列」「ルベーグ非可測集合の構成」「カントール集合のハウスドルフ次元」
「等周問題へのフーリエ解析を用いたアプローチ」「ワイルの無理数回転定理」「ヒルベルト空間上の作用素論」

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Chemistry　

Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

数学科 http://www.math.okayama-u.ac.jp/

Department of Mathematics

特徴アドミッションポリシー

卒論のテーマの紹介

壮麗な現代数学の世界の探検
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　教養教育科目とともに、大学で数学を学んでいく上で基礎
となる事柄を習得します。講義に加えて演習の時間が設けら
れており、具体的な問題を通して理解を深めるとともに、論
理的に考え、表現する力を鍛えます。

■微分積分学Ⅰ・Ⅱ
■線形代数学Ⅰ・Ⅱ
■数学演義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

　本格的な数学の学習への基礎を幅広く固めます。代数・
解析・幾何の各分野に加えて、コンピュータ・ネットワークの
基礎に関する科目があります。演習の時間も多くなり、教員
との交流も増えるでしょう。

　より高度で専門的な科目を学びます。少人数のセミナー
形式で一冊のテキストを輪講する「数理科学演習」などを通
して、徐々に専門分野を絞っていきます。情報処理・プログ
ラミングに関する実践的なスキルもこの学年で学びます。

■微分積分学Ⅲ
■代数学基礎 A・B
■幾何学基礎 A
■解析学基礎 A

■微分積分学Ⅲ演習
■代数学基礎 A 演習
■代数学基礎 B 演習
■幾何学基礎 A 演習

■解析学基礎 B
■幾何学基礎 B
■代数学
■幾何学 Ⅰ ・Ⅱ
■解析学Ⅰ ・Ⅱ

■解析学基礎演習
■幾何学基礎 B 演習
■代数学演習
■幾何学演習
■解析学演習

■代数学特論Ⅰ・Ⅱ
■幾何学特論Ⅰ・Ⅱ
■解析学特論Ⅰ・Ⅱ

　多くの学生が大学院に進学し、より専門的な数学の研究へと進みます。次いで多いのは教員を志望する学生です。数学科では中学校の数学
教諭と、高等学校の数学教諭の免許を取得することができます。数理的素養を生かすべく、メーカーやソフトウェア、情報関連の企業に就職
する学生も多くいますし、予備校や出版の仕事で数学の知識の活用を考える学生もいます。また、市区役所や銀行等も比較的多い就職先とし
て挙げられます。毎年、担当の教員が学生諸君の就職に関する相談に乗り、企業とも連携して活動のサポートにあたっています。

　担当教員の指導のもと、自分の学びたい分野に関して深く
掘り下げる「課題研究」が中心になります。これは４年間の
総まとめであると同時に、大学院に進学したり社会に出て活
躍していく上での足場となるでしょう。

Department of Mathematics
数 学 科

●就職先の一例／日本生命・日立システムズ• ニコン • 両備システムズ• NEC システムテクノロジー • 三井住友銀行 • 野村證券・松山家庭裁判所・ 中学校教員 • 高等学校教員
（過去 5 年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　33 ページもご覧ください。

※平成 28 年度から、60 分授業・クォーター制の導入により、カリキュラム改訂を予定しています。

Curriculum  教育方針（専門科目の紹介）

■現代数学要論 Ⅲ・Ⅳ
■情報処理論

■離散数学 Ⅰ・Ⅱ
■情報数学
■確率・統計
■数理科学演習　

■課題研究

1 年次

2 年次

3 年次

4 年次

卒業後の進路
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【代数学とは？】
　数や行列のように演算を持った集合を一般に「代数系」と

呼びます。代数学とは代数系の学問であるとも言えます。数

に関する様々な問題を扱う「整数論」や、図形を「環」と呼

ばれる代数系と結びつけて調べる「代数幾何学」は代数学の

代表的なテーマです。代数系は自然科学の諸分野においても、

周期性や対称性を記述する概念として広く活躍しています。

代数系のこうした側面に注目した研究は「表現論」と呼ばれ

ます。

　数学という学問の中で、図形や空間の性質を代数学や解析学の道
具を駆使して調べるのが幾何学という分野です。その中でも微分幾
何学は、我々の住む空間の概念を拡張した「曲がった空間」を研究
対象とします。例えば球面の２点を結ぶ最短線は大円となりますが、
地球は正確には赤道部分が膨らんだ「楕円面」という形をしており、
そこでの最短線はもはや平面で切った曲線ではありません。それで
はどういう曲線が最短線なのでしょうか？ また例えば針金で輪を
作って石鹸水に浸けると膜ができますが、この輪を捻ってやると石
鹸膜はどんな形になるのでしょうか？微分幾何学ではこんな問題の
答えを追求します。左の絵はこの石鹸膜と「同じ種類」の曲面で極
小曲面と呼ばれています。
　また位相幾何学は比較的新しい幾何学の一分野であり、複雑な図

　世の中の刻一刻と変化するさまざまな現象を理解する際に

強力な数学的道具となってきたのが、微分方程式と呼ばれる

未知関数とその導関数の関係式として表わされる方程式です。

たとえば古典力学において質点の運動を記述するニュートン

の運動方程式は最も基本的な ( 常 ) 微分方程式で、微分積分

学の発展を促しました。

  その一方で、波、光、電磁気、量子力学、流体の運動、熱の

拡散現象、シマウマの縞模様や貝殻の模様などを記述するに

は、時間変数と空間変数を独立変数とする偏微分方程式とい

うものが必要となります。この方程式を解き、解の性質を調

べる過程で、微分積分学を発展させた複素関数論、ルベーグ

＋ 0 1
0 0 1
1 1 0

× 0 1
0 0 0
1 0 1

0と 1の足し算 0と1の掛け算

＋ 0 1
0 0 1
1 1 0

× 0 1
0 0 0
1 0 1

0と 1の足し算 0と1の掛け算

［代数学］

［幾何学］

［解析学］

研究分野紹介
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【１＋１＝０？】
　０と１だけからなる代数系もあります。左の表が何を意

味するか分かりますか？この単純で奇妙な代数系は、当時

１９歳の天才数学者ガロアによって代数方程式に関する深

い定理と結びつけられました。１９世紀に誕生したこの「ガ

ロア理論」は、今日でも最も美しい数学理論の一つとされ

ています。また、整数論や代数幾何学の最先端の結果を動

員して近年やっと証明された「フェルマーの最終定理」は、

３５０年もの間未解決の予想でした。

　代数学には時代を越えて色褪せない数学の美しさと奥深

さが詰まっています。

形を自由に伸び縮みできる柔らかいものと考えて議論します。位
相幾何学の視点で分類すると、三角形と円が「同じ」になったり、
ドーナツとコーヒーカップが「同じ」になったりという、一見す
ると不思議なことがおこります。さてこれらの図形が「同じ」で
あるかそうでないかを判定するにはどのようにしたらよいでしょ
うか？このような問題について解析や代数を用いて考えるのが位
相幾何学です。例えば多面体に対して（頂点の数）—（辺の数）
＋（面の数）を計算したものをオイラー数と言いますが、球面と

「同じ」多面体のオイラー数は常に 2 になることが知られて
います。これによりオイラー数が 2 でなければ、その多面
体は球面とは「同じ」でないと結論づけることができます。

積分論、フーリエ解析学、関数解析学、超関数論などの新し

く美しい理論が生み出され、これらの理論と共に解析学は更

なる発展を遂げました。

  またブラウン運動などのランダムなノイズが入った微分方

程式は、伊藤清博士により確率微分方程式の理論として定式

化されました。現在、確率解析と呼ばれるこの理論は、偏微

分方程式の解析にも新たな視点を与え、代数学、幾何学だけ

でなく、他の自然科学や金融工学をはじめとした社会科学の

研究でも盛んに用いられています。

体とガロア理論

環と加群

対称性と群

線形代数学
行列、ベクトル、

固有値、
ジョルダン標準形

位相幾何学
基本群、
被覆空間

多様体論
リーマン計量

曲線・曲面論
基本形式、曲率

位相空間論
距離空間、開集合、

 連続写像、
コンパクト空間

関数空間
ヒルベルト空間、

積分作用素

測度論
可測集合、

ルベーグ積分

古典数学の華
複素関数論

微分積分学
収束と極限、
εδ論法、
偏微分、

リーマン積分

デジタル数学
組合せ論、
グラフ理論 物理との接点

微分方程式

コンピューター実習
パソコン操作、

プログラミング、
ネットワーク知識など

集合論
濃度、対角線論法、
ツォルンの補題

卒 業 研 究
可換環・代数幾何・表現論・整数論・トポロジー・
微分幾何・微分方程式・確率論・数理物理など

数学科カリキュラム（概念図）
基礎から着実に積み上げることで

卒業研究の建物が完成します

集合と写像、  論理記号、 初等整数論、 数学英語

数学科
＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科



10 Faculty of Science, Okayama University 

卒論のテーマの紹介

物理学科では、次のような学生を求めています。

自然界の基本法則を探求する

「T2K 実験における素粒子ニュートリノの研究」「暗黒物質探索を目指した超伝導検出器アレイの開発」
「Ge 検出器を使った Co-60 からの 2 つのガンマ線の角度相関の研究」「新規鉄系超伝導体の高分解能光電子分光」
「カイラルｄ波超伝導を示す新物質の開発」「白金化合物におけるエキシトニック高温超伝導体の探索」
「超伝導ダイヤモンドの光電子ホログラフィー」「空間反転対称性の破れた超伝導体の NMR による研究」
「ペロブスカイト構造を有する鉄系高温超伝導体の NMR による研究」「複電荷鉄酸化物 RFe2O4 の光電子回折および光電子分光」
「スピノーダル分解を活用した高出力太陽電池材料の開発」「金属絶縁体転移を示す金属酸化物薄膜の開発」

⓵自然科学の基礎としての物理を学び、研究し、社会で生かした
　いと考える人
⓶基本法則から自然現象を理解し説明したいと考える人
⓷知識を発展させ、実際に使ってみたいと考える人
　物理学の研究では、学力・知識だけでなく、自然界の基本原理と
法則の探求に対する好奇心と情熱、そして、日々の努力が重要です。
共に物理学の探求について語り合える熱意ある学生達が集まること
を期待しています。

　物理学科では素粒子・宇宙物理学から物質科学まで
多岐にわたり、自然界の基本法則を探求する研究が行
われています。1，2 年では、力学・電磁気学・熱力学・
量子力学といった基本的な物理学の基礎を勉強します。
3 年次にはより専門的な相対論・素粒子物理・超伝導・
磁性の授業が始まり、4 年次には、各研究室に所属し、
世界最先端の科学に触れ、卒業研究を行います。さら
に高度な研究は大学院で行われます。研究手段は理論・
実験があり、これらの中で各自学生が主体的に興味あ
る研究分野を見つけ、物理学の研究を行います。

特徴アドミッションポリシー

http://www.physics.okayama-u.ac.jp/

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Chemistry　

Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

物理学科
Department of Physics
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卒業後の進路

Curriculum 

物 理 学 科
Department of Physics

 教育方針（専門科目の紹介）

1 年次

2 年次

3 年次

4 年次

　大学の物理の素養に必要な英語力、数学力、物理学実験
法を身につけます。また物理学の基礎としての力学、電磁
気学を学びます。「少人数セミナー」では研究室で行われて
いる最先端の研究とのつながりが見えやすいよう工夫されて
います。

■情報物理学実験Ⅰ
■力学 1・2
■電磁気学Ⅰ
■力学演習 1・2　

　熱力学、統計力学、量子力学等、1 年次に引き続き物理
学の基礎を学びます。物理学実験とコンピュータ実習を行
い、物理学科の物理学実験に必要な素養と、情報処理に不
可欠な知識と技術を修得します。

■情報物理学実験Ⅱ
■量子力学Ⅰ・Ⅱ
■熱力学
■量子力学演習Ⅰ

　統計力学、磁性、超伝導そして相対論、素粒子物理学な
どの専門的な授業が始まります。物理学実験では物理学
科で行われる研究に則したより実践的な実験を少人数で行
い、4 年次からの研究室配属に備えることが出来ます。

■物理学実験
■統計力学Ⅰ・Ⅱ
■量子力学演習 2
■統計力学演習 1・2

　素粒子宇宙物理学実験、物性物理学 ( 理論、実験 ) の中
から、本人が希望する研究室に配属され、各研究室で主に
ゼミや実験を行いながら卒業研究に専念します。研究分野
の豊富さ、選択肢の広さは国内の物理学科の中でも有数な
規模を誇ります。

■固体物理学 3
■素粒子原子核物理学 2
■情報物理学課題研究（卒業研究）

　物理学科卒業生の多くは大学院に進学します。近年企業の求人でも修士卒の条件がつけられるケースも多く、現在およそ8割の学生が修
士課程に進学しています。就職先は多岐の業種にわたっています。物理学は幅広い工学の基礎理論でもあるので、製造業や情報関連企業へ
の就職が多い傾向があります。また、中学・高等学校の教員(理科)や公務員を目指す学生も多くいます。物理学科で培われたものごとの基
本的原理から考えるやり方は、多くの業種で求められており、現在たくさんの卒業生が様々な業種で活躍しています。
●就職先の一例／三菱自動車工業・四国ガス・三菱重工業・デンソー・横浜ゴム・中国電力・西日本電信電話・ナカシマプロペラ・損保ジャパン・ニコン・県庁・高等学校教員　

（過去 5 年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　33 ページもご覧ください。

■電磁気学演習 1
■物理科学入門

■力学 3
■物理数学 2
■情報物理数学
■振動波動

■電磁気学Ⅱ・Ⅲ
■電磁気学演習 2
■相対論入門

■量子力学Ⅲ
■相対論的量子力学
■コンピュータ物理学 1・2
■情報システム科学

■固体物理学 1・2
■素粒子原子核物理学 1
■相対性理論
■原子物理学

※平成 28 年度から、60 分授業・クォーター制の導入により、カリキュラム改訂を予定しています。
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研究分野紹介

宇宙・素粒子物理学
究極の自然法則を追求し、
宇宙の起源の謎の解明にも迫る。

放射光科学
最高性能の放射光による
ナノサイエンス・新量子機能材料科学。

磁性・超伝導などの
物質科学
新しい磁性・超伝導の
探索とその原理の解
明をめざす。

スーパーカミオカンデ実験

放射光教育を実施

極低温実験に用いる希釈冷凍機

岡山大学設置の波長可変 CW レーザー

大型放射光施設　SPring-8 での実験

高温超伝導体などの新物質の合成



卒 業 研 究， 研 究 室 配 属
現代物理学へのいざない

力学

物理学実験

数学，英語

電磁気学

量子力学 統計力学

20 世 紀 の 物 理 学 革 命

物理学的思考の
基礎を学びます。

電波や光など
IT の基礎が
わかります。

トンネル効果など
電子の本質が
わかります。

固体物理学 原子核・素粒子物理学
現代のエレクトロニクスの
基礎を習得できます。
超伝導も出てきます。

物質の根源について学び
宇宙のロマンを
感じてください。

マクロとミクロの
世界を結びます。

相対性理論

アインシュタインを
理解し
越えられるかも。
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　素粒子物理学は、物質を構成している最も基本となる粒子は何か、
素粒子の世界を支配する究極の自然法則は何か、を探求する学問です。
そして、この素粒子の世界の法則は、宇宙の起源や進化の謎を解く鍵
でもあります。大強度陽子加速器施設 J-PARC の加速器実験やスー
パーカミオカンデなどでのニュートリノ観測や宇宙背景放射観測用の
超伝導検出器開発のプロジェクトに参加し、学生とともに、実験装置
の開発や実験データの解析に取り組んでいます。また、理学部附属の

「量子宇宙研究センター」
で行われているレーザー
を用いた新しい素粒子実
験も推進しています。

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

物理学科

　放射光利用は現代科学の革新的な技術改革のための重要な先導役

の一つになっています。放射光の利用により、物質中の原子・電子

の構造や特性を非常に精度良く知ることができ、ナノサイエンスの

研究や新しい機能性材料の開発などにも大きく貢献しています。大

型放射光施設 SPring–8 は岡山から近く、岡山大学の教員や学生も

SPring–8 での実験を多く行っています。単なる施設の利用でなく、

世界最高輝度の性能を持つ放射光の利点を最大限に活用する新しい

測定方法の開発も担当しており、これまでの技術では不可能であっ

た、物理現象の原理の解明をめざしています。

宇宙背景放射検出用超伝導検出器

　物質中の電子はクーロン相互作用により互いに影響を及ぼしあっ

ています。特に相互作用の効果が強い電子系は強相関電子系と呼ば

れ、従来型とは異なる風変わりな磁性や超伝導が発現するため、そ

の特性や原理の解明のための研究が重点的に行われ、新機能性材料

としても注目されています。研究の舞台として作成された新物質の特

性の解明とともに、低温・高圧・強磁場の極限環境になって現われる

新現象の発見と理解をめざし、核磁気共鳴（NMR）法など物質内部

の情報を得るための測定方法も含め様々な手段による研究をしてい

ます。また、薄膜や合金系など応用を視野に入れた研究も行ってい

ます。
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卒論のテーマの紹介

特徴アドミッションポリシー

http://chem.okayama-u.ac.jp/化学科
Department of Chemistry

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Chemistry　

Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

　化学科は分子化学（物理化学）、反応化学（有
機化学）、物質化学（無機・分析化学）の三つの
研究分野からなっており、化学の広範な研究領域
をカバーし、教育できる人材を配置しています。
分子や分子集合体の幾何学的および電子的構造の
解析を行い、それらの結果に基づいて様々な新し
い無機・有機化合物を合成し、その物性および反
応性について分子レベルでの状態解析が可能な研
究体制を維持しています。これらの領域の研究を
通して、物質構造と機能発現との相関を解明し、
高機能性を有する新物質創製をめざしています。

｢イソインジゴユニットを含むフェナントロジチオフェン系半導体ポリマーの合成および太陽電池特性｣ ｢サルコフィトノライド H の全合成｣
｢(-)-Dactylolide の合成研究｣ ｢8-D- リビチルルマジン誘導体の合成研究｣ ｢Mallory 光環化によるフェナセン類の合成 : バッチ法とフロー法での反応効率の比較｣ 
｢濃縮機能を備えた金属イオン検出ペーパーマイクロデバイスの作製｣ ｢活性炭に対する金属イオンの吸着速度と細孔特性との関係｣
｢多様な配位部位を持つ L- ヒスチジン誘導体を用いた金属錯体の合成｣「氷Ⅵの結晶成長の理論研究｣ ｢液体 - 柔粘性結晶 - 結晶間の相転移｣
｢二元系化合物を経由した三元系黒鉛層間化合物の作製と分析｣ ｢赤外ダイオードレーザー吸収分光器の製作及び分子の分光観測｣
｢多重活性種消去能決定法によるローズマリー抽出液の抗酸化能評価｣ ｢電子供与性・受容性分子のドーピングによるグラフェンの電子状態制御｣　他、全 31 課題

物質を理解し新たな機能を創造する

　化学科では、化学の知識は長い間の人類の英知の結晶であ
ることを理解し、広く社会に貢献できる確かな専門的実力を
身につけた人材を養成します。そのために、次のような人物
像を求めています。

⓵ 化学および関連分野の基礎的事項を習得し、それらを体
　 系的に組み立てながら化学の未知に挑み、その解明に貢
　 献しようとする人。
⓶ 新規な機能をもつ物質の創製や新しい化学的手法に基づ
　 いて、地球温暖化、環境問題、エネルギー資源など人類 
　 が抱えている問題の解決に意欲をもつ人。
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卒業後の進路

4 年次

3 年次

2 年次

1 年次

Department of Chemistry
化 学 科

 教育方針（専門科目の紹介）Curriculum 

　毎年約8割の卒業生が大学院に進学し、より深い知識の修得とさらに高度な研究に従事しています。化学科卒業後や大学院修了後は、化
学の知識と技術を有するスペシャリストとして、様々な化学系・医薬系企業の研究開発部門や製造部門への道が開かれており、現在海外で
活躍している卒業生も多くいます。また、高等学校教諭一種（理科）や中学校教諭一種（理科）の免許も取得できるので、高等学校や中学
校の教員をめざす学生も多くいます。
●就職先の一例／花王・住友精化・倉敷化工・東レ ･ファインケミカル・信越化学工業・大鵬薬品工業・ユニ • チャーム・JFE ケミカル・日本新薬・岡山県警・県庁・高等学校教員

（過去 5 年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　33 ページもご覧ください。

■化学英語
■有機化学Ⅰ・Ⅱ

　化学を学んでいく上で最も基礎的な科目とともに、社会人と
して必要な教養を身につけるための教養教育科目と、幅広い自
然科学の基礎知識を身につけるための専門基礎科目の履修が
大部分を占めます。また、研究に必要な基本的技術を習得する
実験科目もあります。

■物理化学Ⅰ・Ⅱ
■量子化学Ⅰ・Ⅱ
■有機化学Ⅲ・Ⅳ

　教養教育科目、専門基礎科目に加えて、専門教育科目の
割合が増えます。物理化学、有機化学、無機・分析化学の
３分野を中心として、基礎的な内容からより専門的な内容
へと、段階的に学んでいきます。

■物理化学Ⅲ・Ⅳ
■量子化学Ⅲ・Ⅳ
■有機合成化学

　系統的な化学の講義も、より高度で専門的な内容となり
ます。化学実験では３分野全ての実験内容を学び、４年次
の卒業研究に必要な基礎知識と技術を修得します。これら
の講義・実験を通じて自分の興味ある分野が絞られ、3 月
には卒業研究を行う研究室を決定します。

■化学ゼミナールA・B
■課題研究

　自分の希望する分野の研究室に配属され、１年間の課
題研究（卒業研究）を行います。課題研究では、研究に
必要な知識、技術、方法を学びつつ、専門分野の先端的
研究に取り組みます。３月の発表会で１年間の卒業研究
の成果を発表します。

■基礎化学実験
■化学数学Ⅰ・Ⅱ

■有機機器分析
■有機反応機構
■無機化学Ⅰ・Ⅱ

■有機化学Ⅴ・Ⅵ
■無機化学Ⅲ・Ⅳ
■錯体化学Ⅱ

■固体化学Ⅰ
■固体化学Ⅱ
■化学実験Ⅰ・Ⅱ

■分析化学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
■錯体化学Ⅰ

※平成 28 年度から、60 分授業・クォーター制の導入により、カリキュラム改訂を予定しています。
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研究分野紹介

アルゴンガス中での核磁気共鳴測定用試料の調整

分子化学
化学の全領域を貫く根本問題を
実験と理論によって解明する

物質化学
元素の個性を活かした
材料の創成と機能の追求

反応化学
新しい有機反応の開発と
新たな医薬品や機能性材料の創出

有機金属化合物を用いた生理活性物質の合成

金属錯体の合成実験
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Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

化学科

　一般に物理化学（Physical Chemistry）と呼ばれるこの分野

では、一個の分子の性質、少数の分子集団（クラスター）の性質、

そして多数の分子からなる固体・液体の性質の解明に取り組んで

います。例えば、分子による光（電磁波）の吸収・放出から、電

子、振動運動、回転運動の状態を調べます。また、気相・液相中

における分子間に働く力（分子間力）から化学反応が進む方向の

予測を試みます。さらには、無機・有機分子の結晶・アモルファ

ス・液体における分子配列の解明、物質の相変化（相転移）の研

究、様々な化学反応に対する温度・圧力効果の探求などを行って

います。研究手法は、核磁気共鳴、Ｘ線回折、赤外レーザー、分

子シミュレーション、理論計算などを駆使したものです。

　「有機分子」は私たちの生活と密接に関係しています。例えば、

抗生物質ペニシリンの発見は多くの感染症患者の命を救いまし

た。有機 EL の開発は私たちの生活をより豊かなものにしました。

反応化学大講座ではこれらに代表される医薬品や機能性材料を創

り出す研究を行っています。具体的には、有機金属錯体を巧みに

利用した触媒的有機反応の開発・生理活性物質の化学合成・多機

能性蛍光物質の創製に関する研究を行っています。新たな医薬品

や機能性材料となる「有機分子」を創り世に送り出し、そして科

学の発展と生活の向上に大きく貢献したいと考えています。

　私たちは、元素の周期表に挙げられている全ての元素を研究

対象として、新しい材料の開発とそれらの機能の解明を行って

います。例えば、窒素のような安定な分子と化学結合を形成す

ることのできる金属イオン交換ゼオライトや、温度や酸性度など

の外場の変化や光照射に応答して磁性や色などの性質を変える

金属錯体は、次世代の触媒やセンサー材料としての応用が期待

できます。また、水中に含まれる微量元素を精密かつ迅速に分

析するための技術は、我々が安心して生活する上で不可欠です。

私たちは、元素の個性を深く追究しながら、便利で安全な未来

を目指します。

赤外レーザーによる不安定分子の分光観測

光機能性有機物質の合成実験

ナノカーボン材料の高精度比表面積測定
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卒論のテーマの紹介
「バクテリアの遺伝子発現調節ネットワーク」「バクテリアの翻訳終結機構」「菌類と卵菌類の染色体・ゲノム」「植物の茎の伸長制御機構」
「光合成反応の光化学系の構造と機能」「ショウジョウバエ消化管の機能分化」「ショウジョウバエが蛹になるタイミングを知る機構」
「昆虫の体内時計の分子機構」「魚類の環境適応」「鳥類の羽色の制御機構」「マウス生殖器官のホルモン制御機構」などの研究に関連する
テーマ

特徴アドミッションポリシー
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Department of Chemistry　

Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

Department of Biology

生物学科 http://www.biol.okayama-u.ac.jp/

生命現象の基本原理の理解を目指す

生物学科では、次のような学生を求めています。

⓵生物学に興味を持ち、積極的に生物に関する基礎知識を
　学び、様々な生命現象の本質を理解する意欲がある人
⓶個人が持つそれぞれの独創的な発想能力を活かして研究
　を推進したいと思っている人
⓷生命科学研究の知識、解析技術や考え方を社会で活かし
　たいと考えている人

　動物、植物、バクテリアなど、地球上には多様な生
物が存在し、それぞれ特徴的な性質を備えています。
一方、その多様な生物を細胞や分子のレベルまで詳し
く解析すると、生物に共通するしくみが見えて来ます。
生物学は、このような生命現象の多様性と共通性を多
面的な視点から解析する学問です。生物学科では、様々
な生物を材料に、基礎生物学に関する様々な分野（分子、
遺伝、細胞、光合成、遺伝子発現、発生、神経、内分泌、
環境、進化など）で最先端の研究を進めている教員の
指導のもと、生命現象の原理を探究し、その成果を世
界に発信しています。
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卒業後の進路

4 年次

3 年次

2 年次

1 年次

生 物 学 科
Department of Biology

 教育方針（専門科目の紹介）Curriculum 

（過去 5 年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　33 ページもご覧ください。
●就職先の一例／明治・科学捜査研究所・花王・日本ハム食品・小林製薬・アストラゼネカ・新学社・山田養蜂場・日亜化学工業・高等学校教員・県庁

　生物学科の卒業生の半数以上は大学院に進学します。進学後は卒業研究の内容をさらに発展させ、専門分野での知識を深め、さらに専門外の
分野へも目を向けて科学的な考え方を磨くことで、社会にとっての実戦力として、また、研究者への第一歩を踏み出す者としての自己の実現を
目指します。学部卒業後あるいは大学院修了後は、食品・医薬・農畜産関係などの研究／開発／営業職、中学・高校の教員など、生物学科で得
られた経験、知識を活かした職に就く者もいれば、養った能力を活かして金融、流通、情報関係などの全く新たな分野に挑戦する者もいます。

■生物学ゼミナール B
■課題研究

　教養教育科目に加えて基礎的な専門科目を履修します。
生物を個体、細胞、分子のレベルから解き明かす多彩な講
義が開講されます。また、生物学に関する基礎的な実験を行
い、基礎知識や技術などを身につけます。

　外国語を含む様々な教養教育科目を履修し、自然科学を修
めるために必要な基礎知識を学ぶとともに、大学での学問の
しかたを身につけます。また、生物学に関する基礎的な科目
を履修し、２年次以降に履修する専門的な科目に備えます。

　講義内容は各教員の専門分野に近い高度なものになり、
実験でも専門的な内容を扱います。後期には希望する研究
室に仮配属してゼミや実験を体験し、具体的に自分の進みた
い分野を絞り、卒業研究を行う研究室を決定します。

　研究室で行う卒業研究を通じ、各分野での専門的な知識
や手法、考え方を身につけるとともに、生命科学のどのよ
うな分野ででも研究を遂行出来る能力を涵養します。４年
次の最後には卒論発表会で一年間の研究成果を発表します。

■発生生物学Ⅱ
■動物生理学
■分子生物学Ⅱ
■生体制御学Ⅱ・Ⅲ

■細胞生物学Ⅱ
■生化学Ⅰ・Ⅱ
■遺伝学Ⅰ・Ⅱ
■発生生物学Ⅰ

■自然科学入門（生物学）
■基礎生物学A・B・Ｃ
■細胞生物学Ⅰ

■植物細胞生理学
■動物行動学
■系統分類学
■神経生物学Ⅰ

■生体制御学Ⅰ　
■分子遺伝学Ⅰ・Ⅱ
■生物学実験 A・B
■臨海実習Ⅰ

■進化生物学
■細胞生物学Ⅲ
■生物物理学
■神経生物学Ⅱ

■生物英語演習
■生物学ゼミナール A
■生物学実験 C・D
■臨海実習Ⅱ・Ⅲ

■分子生物学Ⅰ
■植物生理学

※平成 28 年度から、60 分授業・クォーター制の導入により、カリキュラム改訂を予定しています。



　植物のからだを構成する根、茎、葉、花などの器官は、表
皮や柔細胞、維管束組織といった様々な組織や細胞からでき
ています。これらの多細胞からなる器官が一定のパターン
で正確に作られるのは、適材適所に遺伝子の発現を制御する
調節因子タンパク質が働き、その指令に従って、未分化な細
胞が特定の役割を持った細胞へと分化するからです。私たち
はこうした細胞分化の鍵となる因子を見つけ、植物のからだ
作りのしくみを分子レベルで明らかにする研究を行っていま
す。近年、突然変異株を出発材料とする遺伝学的な解析に適
したモデル植物として、シロイヌナズナが盛んに用いられ、
多くの生理現象の分子メカニズムが明らかにされてきまし

　サーカディアンリズムは、日周期への適応としてほとんど
の生物に共通にみられる約２４時間の周期性で、動物では行
動や感覚、内分泌や代謝などに顕著に現れます。このリズ
ムを制御する体内時計は、時計遺伝子とよばれる数種の遺
伝子の働きによって動いていると考えられています。私たち
はコオロギ類を始めとして数種の昆虫を用いて、各種時計遺
伝子をクローニングし、その発現リズムを調べるとともに、
RNA 干渉法を用いて各時計遺伝子の役割を解析し、昆虫体
内時計の振動機構の解明を目指した研究を進めています。ま
た、昆虫の多くは、季節への適応として日長によって発育や
休眠などの生理状態を調節する性質、すなわち光周性を示

　私たちのからだを構成するタンパク質は、アミノ酸が重合
して出来た高分子です。アミノ酸配列の情報は DNA 上に記
述されており、その情報、すなわち遺伝情報はまず mRNA
へと「転写」され、ついでタンパク質へと「翻訳」されます。
　翻訳において中心的役割を担うのは RNA とタンパク質か
らなる巨大複合体、リボソームです。2009 年のノーベル化
学賞がリボソームの構造と機能の解析に対して授与されたこ
とは記憶に新しいところです。リボソームは mRNA 上の「開
始シグナル」に結合し、そこからタンパク質分子を合成しな
がら mRNA 上を進み、「終結シグナル」に到達して翻訳を終
結します。私たちは最近、翻訳終結に関係する新しい因子を
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研究分野紹介

生命の全体像を解明する
〜バクテリアをモデル生物として〜

植物の発生分化のしくみを分子
レベルで明らかにする

昆虫の体内時計のしくみを探る

キイロショウジョウバエ脳内時計ニューロン（A）と、
その時計タンパク質による免疫染色像（B，C）

研究に用いているシロイヌナズナ Arabidopsis thaliana の野生型
（左）と表皮細胞が分化しない突然変異株（右）の芽生え。突然変
異株の単離は､ さまざまな生理現象や発生分化のしくみを明らかに
する手がかりとなります。



大腸菌から見出しました。この因子は、mRNA が本来持つ
べき「終結シグナル」に欠陥があり、通常の翻訳終結がで
きない時にはたらく、これまで知られていない特殊な因子
でした。このように、単純な生物とされるバクテリアの中
でも、特に解析が進んだ大腸菌においてさえ、まだまだわ
からないことが数多く残されています。私たちは分子遺伝
学的アプローチでそれらを解明し、生命の全体像を理解す
ることを目指しています。

た。私たちの研究室では、早くからシロイヌナズナの有用性
に注目し、表皮細胞分化のしくみの解明や、茎の伸長に関わ
る生理活性物質（ポリアミン）の発見などで、先駆的な成果
をあげています。
　これらの研究活動は、農作物への応用が期待される植物科
学の一端を担うだけでなく、動植物を問わず生命とは何かと
いう究極の難問へ解答の手がかりを与えるものであり、また、
生きているとはどういうことかについて、学生の皆さんが自
ら考える貴重な機会でもあります。

します。体内時計はこの光周性にも関わっています。私たち
は、時計遺伝子の発現を手がかりにして、光周性の機構を
分子レベルで明らかにする研究を進めています。これらの研
究を通して、生物が環境に適応する仕組みの理解を深める
ことができると考えています。

• バクテリア

• 菌類・卵菌類

• 緑藻
• 植物
• 動物

大腸菌
サルモネラ
シアノバクテリア
疫病菌
フザリウム
クラミドモナス
シロイヌナズナ
ショウジョウバエ
コオロギ
カイコ
アナジャコ
トビハゼ
ニワトリ
マウス

• 光合成の機構
• 遺伝子発現の制御機構
• 発生制御機構
• 生理機能の調節機構
• ホルモンによる生体制御機構
• 染色体の構造
• 体内時計の神経・分子機構
• 神経生物学
• 環境生物学
• タンパク質の立体構造
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Department of Mathematics
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Department of Physics
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Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

主な研究材料と研究内容

主な研究内容

代表的な研究材料
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卒論のテーマの紹介
「大気中 CO2 濃度の時空間変動の気候影響」「南北１次元エネルギーバランスモデルを用いた全球凍結条件の研究」
「冥王星 - カロン系における未発見衛星存在の可能性に関する研究」「歪曲α - 石英の電子構造解析」
「チェコ共和国 ・ボヘミア山塊に産する Nové Dvory ザクロ石カンラン岩体の最高変成温度圧力」「中国地方の大気降下物中の非海塩性硫酸イオンの供給源とその経年変化」
「数値標高モデルを用いた地形発達シミュレータの構築とパラメータ分析」「中国地方大津地域に産するアルカリ玄武岩の地球化学的研究」
「鹿児島湾若尊火口における熱水性石油の地球化学的研究」「岡山県川上町地頭における三畳系成羽層群地頭層の層序および堆積環境復元について」
「水星の核マントル境界に関する実験的考察」「Ti 同位体比から見る初期太陽系物質の起源と進化」「白髪山蛇紋岩体における昇温変成作用」

特徴アドミッションポリシー

http://www.desc.okayama-u.ac.jp/地球科学科
Department of Earth Sciences
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Department of Chemistry　

Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

我々はどこから来て、どこへいくのか

地球科学科では、次のような学生を求めています。

⓵ 理科・数学の基礎的な学力があり、地球の歴史と地球の
　 内外で起こる諸現象に強い関心を持っている人
⓶ 幅広く柔軟な思考ができ、課題の解決に意欲を持って
　 いる人
　 地球科学科では、野外での観察や観測、屋内での実験や 
　コンピュータシミュレーションなど様々な実習・実験が行
　われます。それらを楽しみとする元気な学生の入学を希望
　します。

　地球科学科で行っている教育の特徴は以下の 4 点
です。
１）高校で地学を履修していなくても基礎から学べる
　　カリキュラムの編成
２）自然を対象としたフィールド（野外）調査の実際を
　　体験する巡検や実習など充実した野外指導
３）地球科学の全般を網羅した偏りのない教育スタッフ
　　陣による充実したカリキュラム
４）就職や留学時に必要な英語力の育成を目指した英
　　語教育や各種英語自習システム
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卒業後の進路

地 球 科 学 科

1 年次

2 年次

3 年次

4 年次

 教育方針（専門科目の紹介）

Department of Earth Sciences

Curriculum 

●就職先の一例／気象庁・四国電力・国際航業・中電技術コンサルタント・中央復建コンサルタンツ・岩谷産業・関電システムソリューションズ・両備システムズ・高等学校教員・県庁
（過去 5 年間より抜粋。一部大学院も含みます。）　33 ページもご覧ください。

　卒業後は、多くの先輩たちはさらなるスキルアップを望み、研究を進めるために岡山大学大学院へ進学しています。それは、大学院に進学せずに就職
を希望する場合、専門性の高い業種への就職が最近では難しいこととも関係しています。学部卒業後の就職先としては、岡山県内および近隣県の企業が
多くなっています。一方、大学院博士前期課程修了後の就職先には大手企業も含まれ、海外で活躍する先輩たちもいます。専門を生かした就職先としては、
地質・建設コンサルタント、気象関係、資源開発、海洋調査、防災関係といった業種です。その他、国や地方の公務員、中高の教員となる人もいます。

　まずは、一般教養を学ぶ教養教育科目と地球科学の基礎
を学ぶための地球科学入門コースとして現代地球科学Ⅰ，Ⅱ
が開講されます。あわせて、理学部他学科の専門基礎科目
を履修します。
　教室内で行う講義だけでなく、1年次から野外での実習が
行われます。上の写真は平成22年度入学生の実習で高知
へ行った際に佐川地質館へ立ち寄ったときのものです。下
の写真は、地球科学ゼミナールの様子です。

　教養教育科目と地球科学入門コースを引き続き履修する
必要があります。さらに、地球科学の専門科目を学んでい
くための基礎的な講義が開講されます。また、地球の表層
を構成している物質である岩石や鉱物の基礎的な観察法
や、地図の読み方、地質図の作図に関する演習・実験も 2
年次より指導が始まります。
　写真は、「顕微鏡岩石学実験Ⅱ」の様子です。偏光顕微
鏡を用いた岩石中の鉱物の同定法等を学びます。

　3 年次からさらに専門的な講義を履修します。この頃か
ら 4 年次で取り組む課題研究（卒業研究）を見据え、そ
れに必要な専門科目や関連する分野の講義を選択し、履修
します。実験や実習もより高度化し、難しくなりますが、
良い結果が得られたときの充実感もひとしおです。自分の
進みたい道もこの課程で見つかることでしょう。写真は、

「測量・地理情報学実習」での実習風景です。

　3年次終了時に、4年次で取り組むことのできる研究テー
マが提示され、希望を踏まえて各研究室に配属が行われま
す。各学生は、野外での観察・観測を通じて得た試料・デー
タの機器を用いた分析や、コンピュータによる解析やシ
ミュレーションにより課題研究をすすめます。研究室では、
大学院生とともに研究分野の最前線について、ゼミ形式で
学ぶ輪講も行われます。それらの成果は、学科全体の発表
会と卒業論文としてまとめられます。

■地球科学ゼミナールⅠ
■現代地球科学Ⅰ・Ⅱ

■地球科学ゼミナールⅡ・Ⅲ
■鉱物結晶学実験
■地質図学実験
■顕微鏡岩石学実験Ⅰ・Ⅱ

■変成論
■地球内部物性論
■地震波動論
■大気物理学
■火成論

■地球科学輪講
■課題研究

■鉱物結晶学
■基礎岩石学
■地球発達史
■固体地球物理学

■宇宙と地球の化学
■地球化学熱力学
■大気物質循環論
■地球惑星内部物理学

■地球変動論
■地形学
■地球惑星物理化学
■無機地球化学
■沿岸の地球科学

■微量元素・同位体地球化学
■地質調査法実習
■地球科学巡検 A・B
■地球科学ゼミナールⅣ
■地球物理学演習

■地球物理学実験
■地球化学実験
■測量地理情報学実習
■地球物質反応論
■地球統計学

■地球流体力学

■生物地球化学
■地球惑星システム科学

■地球情報処理論
■基礎地球科学実習

※平成 28 年度から、60 分授業・クォーター制の導入により、カリキュラム改訂を予定しています。
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これら 5 つのテーマに対し、
　一瞬の出来事から太陽系の歴史まで、
　分子から固体地球まで
　時空間を超えて、観測，調査，分析，実験，
コンピュータシミュレーションといった手
法を用いた研究方法を習得し、人類の未来
に貢献することを目指します。

気象・気候変動気象・気候変動

生命・進化生命・進化地震・活断層地震・活断層

物質・材料物質・材料環境・資源環境・資源

5つのメインテーマ

地球とそれを取り巻く宇宙の
　現在と過去を読み解き
　　人類と地球の未来を予測する ...
　　　それが地球科学科で学ぶことです



25 Faculty of Science, Okayama University

◀化石や化学成分分析から地球環境の変遷を知る
　化石は、過去にどんな生物がそこに住んでいたかを教
えてくれるだけでなく、その場所がかつてどういった環
境であったのかなど地球史の解明に欠かせません。本学
科では化石そのものや化石中に保存された有機物など
の化学成分を用いて詳細な地球史解明に取り組む研究
を行っています。

▲鉱物から地殻の進化を探る
　写真は六方晶系の結晶構造をなすアクアマリンの原石、
鉱物名は緑柱石です。こうした鉱物の観察や実験から地殻
の進化に関する重要な情報を得ることができます。

▲地球内部を見る
　地球奥深くの物質は直接手に取ってみることはできませ
んので、多くの謎が残っています。そこで、高圧発生装置を
用いた実験や、コンピュータシミュレーションによって地球
深部の物質の物理化学的状態が探られています。

▲気象の変化を測る
　空に見える雲の様子を自分の目で観察することと、気
温や風の変化を数値として測定することはどちらも気象の
変化を理解する上でとても重要なことです。（大学構内の観
測所でデータを回収している様子）

▲生体中の微量成分分析から生物の巧みな生活史を
　解き明かす
　一見不毛に思える深海底にもカニなどの甲殻類など様々
な生物が少なからず生息しています。非常に餌の少ない環
境で何をエネルギー源として生息しているか、生体の微量
成分の分析から垣間見ることができます。得られた成果は
生物が如何に発生し、進化してきたかを解く鍵の一つにな
ると期待されています。

▲微小領域の元素分布から土壌汚染や有用金属濃
　集のメカニズムを探る
　電子プローブマイクロアナライザー（EPMA）を用いて
1000 分の1mm のスケールで元素の分布を見ることが
できます。このような装置を用いることで、地下水や土壌
を汚染するヒ素やホウ素の起源を探ったり、鉱石中にレア
メタルのような有用金属がどのように濃縮するか、解明の
糸口を得ることができます。

地球科学科で習得した知識や技術は、気象予報や、局地的異常気象の発生メカニズム解明、将来の気候
変動の予測、地震長期危険度評価や地震被害予測、地球内部の地震波速度構造、地下資源の評価、生物
進化史や生命の起源解明といった、さまざまな分野の研究の進展に貢献するとともに、気象、環境、防災、
資源、建設・土木といった業種で生かされています。

地球科学科

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

Department of Mathematics

Department of Chemistry　

Department of Physics

Department of Biology

Department of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科
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　理学部では、2011年度から「フロンティアサイエンティスト特別
コース」を設置しています。
　所属学科のカリキュラムに加え、コース独自の授業、学内外で
の実習、合宿等を通じ、広範囲な自然科学の教養及び科学者に
求められる様々な能力の習得を目指します。また、将来最前線で 成果は、文部科学省主催「サイエンス・インカレ」において

発表します。

附属臨海実験所等において合宿を実施します。

成果報告会

先取りプロジェクト研究先取りプロジェクト研究先端科学実習フロンティアサイエンティスト
リテラシー

先端科学実習フロンティアサイエンティスト
リテラシー

フロンティアサイエンティスト

大　学　院

1
年
生

2
年
生

3
年
生

4
年
生

通
常
の
理
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

＋

特別コースカリキュラム

コース生選抜

コース修了証書授与

フロンティアサイエンティスト特別コース
http://www.science.okayama-u.ac.jp/fs/

Frontier Scientist Special Course

岡 山 大 学 理 学 部   理 数 学 生 育 成 支 援 プ ロ グ ラ ム

の学習でフロンティアサイエンティストになる＋α

活躍する科学者（フロンティアサイエンティスト）となるべく、
早い段階から４年生・大学院レベルの研究を「先取り」して行
うことができます。コース生は１年次の成績や面接等に基づ
き、選抜します。
　理数分野の研究に強い意欲と関心がある皆さんをお待
ちしています。　

▼履修の流れ

コース生募集の概要
定　員 1 学年につき理学部定員の 10％程度

選　抜 2 年次進級時
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　海洋は生命誕生の源であり、今なお豊富な生物種が適応放散しています。陸の生物には見
られない多様な機能をもつ海の生物が、注目されています。臨海実験所は、関連施設では中
四国・九州の唯一の文部科学省認定共同利用拠点として認定され、至便な環境のもと、多様
な生物、先端設備、充実した教職員により、分子から生体まで主に生体制御学に関連した様々
な研究教育を行っています。高度な実験生物学の全国的なメッカとしても期待されています。
　臨海実験所は、“ 日本のエーゲ海 ” 牛窓にあり、大学キャ
ンパスから 30 km という至便な距離に位置します。付近は
まだかなり豊かな動物相が保たれており、採集・飼育ができ
ます。また、岡山県水産試験場が隣接しています。これらの
メリットを生かし、生物学科の臨海実習、全国公開臨海・臨
湖実習などの教育と、修士、博士課程および生物学科４年次
生の研究指導ならびに国内外の利用者による研究が行われて
います。
　年数回の臨海実習（写真左）では、海洋動物の分類、発生、
生理、生態にとりくみます。海の生物の圧倒的な多様さと、
見事に分化した適応戦略に、太古の海に誕生した生命の進化
の歴史を実感することでしょう。

　研究としては、タンパク質・遺伝子解析といった分子生物
学・生化学的手法から、国内では類を見ない次世代実験形態
学的アプローチ、培養系などの細胞生物学・組織化学的手法、
神経 / 内分泌系や行動などを扱う個体レベルの手法、そして
生態学的手法を駆使して、陸上にも適応できるトビハゼの環
境適応（写真右）等、様々な脊椎動物および無脊椎動物を用
いた比較研究を行い、進化との関連を検討しています。遺伝
子改変小型魚類・マウスを用いた先端的な解析も行っている
随一の関連施設です。多様な生物の生息する海というフィー
ルドを生かしたハイレベルな研究を、“ 海の生命観 ” の創成
につなげることが期待されています。

廣岡　あすか   生物学科　４年次生　（三重県　鈴鹿工業高等専門学校卒業）　

　臨海実験所が最もにぎわうのは、臨海実習が行われる夏です。昼には船で無人島に行き磯採集、夜に
は灯火採集、最終日にはバーベキュー。岡大はもちろん、他大学の実習も多く、毎年楽しく過ごしてい
ます。普段の臨海実験所では国内外からの学生や教職員が研究や白熱したディスカッションを行ってい
ます。また、院生は様々な機関へ共同研究に出向いています。
　臨海実験所の飼育設備は全国トップで、様々な動物の飼育や行動実験を行っています。海に近い立地
を生かしたトビハゼやエイ、淡水魚類のメダカ、哺乳類のラット、最近では両生類のネッタイツメガエ
ルまで、様々な動物を飼育し、研究を行っています。その中で私はネッタイツメガエルを用いて、神経
ペプチドの進化について研究をしています。
　実験材料は眼前の海から採集でき、分子生物学や生理学、人工河川などの実験機材も揃っています。
海に囲まれた環境で充実した研究生活を送ることが出来る臨海実験所に来てみませんか？

磯採集風景　後方の船はマリナス号（左奥）とはやて号（右手前） 陸に上がった魚、トビハゼと皮膚の塩類細胞

附属臨海実験所
Marine Laboratory
http://www.science.okayama-u.ac.jp/ ~rinkai/ushi.htm

Marine Laboratory
施 設 紹 介

在学生からのメッセージMessage from
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■薄膜物性学部門
面白くて役に立つ薄膜物質の開発
　物質の中には超伝導や強磁性などの学術的に興味深い特性を示
すものがあります。薄膜物性学部門では、このような特性の発現
機構を分光学的手法により調べたり、物質を薄膜にすることで特
性が何かに応用できないか、その可能性を探索したりしています。

■粉体物性学部門

■先端超伝導材料研究部門

界面評価・制御手法の確立による新機能デバイスの開発．新規な超伝導材料の合成

新規な超伝導材料の合成を通じた超伝導物理学の構築．新規高温超伝導体の開発

　粉体物性学部門では、新規な有機・無機物質を基礎にした電界効果トラン
ジスタデバイスの界面の物理ならびに化学に関する研究と、新規な超伝導物質
の開発ならびに評価の研究を行っています。電界効果トランジスタデバイスは
金属・活性層界面、絶縁膜・活性層界面などの多くの異種物質間の接触部分を
有しており、この部分の制御が特性に大きく影響します。したがって、界面の
構造、電子状態をナノメータスケールで実験的、理論的に調べて、特性を制御
する研究が重要になります。また、新規なデバイスの活性層となる新物質の探
索も重要な研究テーマです。たとえばグラフェンや二次元層状物質は、現在我々
が最も力を入れている研究対象です。我々の研究部門では新規な超伝導物質の
合成と、その特性解明に関する研究も進めています。合成法についても、化学

　超伝導体とは電気抵抗が全くゼロの導体で、一度電気を流し始めると地球
が滅びるまで電流が流れ続けるという不思議な性質を持つ。また磁場に反撥
するという性質もあり、これらは、磁石（超伝導磁石）、送電線（電気を全く
ロス無く送電できる）、リニアモーターカー等実際に実用化されつつある。超
伝導にはその他多くの応用が考えられており、「21 世紀は超伝導の世紀」と
いう人もある。更に最近ではバラエティーに富む多くの超伝導体が発見され

的な手法から、電界効果のようなエレクトロニクスの手法まで幅広く取り入れ
て展開しています。超高圧での超伝導物性の研究も進めています。

ており、それにつれて超伝導の理論や実験も急速に発展しつつあり、現在最
も活況を呈している学問分野の一つである。超伝導研究の中で、最大の問題
は「果たして「室温超伝導体」は存在するのであろうか」という問いである。
実際室温超伝導が見つかると、その後の科学技術の発展ははかり知れない。
今の所、この問いに対しては否定も肯定もされていない。若い人の中に、こ
の「野心的なテーマ」に挑戦してくれる人が現れることを期待している。

附属界面科学研究施設
Research Laboratory for Surface Science
http://www.science.okayama-u.ac.jp/~surface/

光電子分光装置を使った実験の様子

電界効果トランジスタデバイスの作製と評価
実験を行う。

合成した超伝導試料の
特性評価を行う。

Research Laboratory for Surface Science
施 設 紹 介

在学生からのメッセージMessage from

　私たち粉体物性学研究室では、無機系層状化合物や芳香族化合物を用いて超伝導体・電界効果トランジスタ
の物性評価を行っています。物質界面上の電子の振る舞いを深く理解したいと思い、この研究室を選びました。
　私は、黒鉛の炭素シート1 枚でできたグラフェンという物質の電子状態制御について研究しています。この物
質は電界印加や電子受容性 / 供与性分子を吸着させることでキャリア数を任意に制御することができます。もし
高密度なキャリアを蓄積させることができれば、新しい原理に基づく超伝導など今までにない秩序状態の実現が
期待されています。これにより、新しい物理現象を開拓し、自然法則の理解に貢献できると考えています。
　得られたデータ 1 つ1 つから論理的な考察をすることは非常に大変ですが、わからない現象を理解したいとい
う科学的な好奇心を強く刺激してくれます。みなさんも未知の物理現象に挑戦し、自身の科学観を広げてみませ
んか。

秋吉　秀彦   大学院自然科学研究科　博士前期課程　分子科学専攻（岡山県　倉敷南高等学校卒業）
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附属量子宇宙研究センター
Research Center of Quantum Universe

　素粒子の世界では、全ての粒子に対して、質量
が等しく電荷等の符号が反転した反粒子が存在しま
す。現在の宇宙の大部分は粒子から構成されてい
ますが、宇宙誕生直後は粒子と反粒子はほぼ同数
存在したはずであり、宇宙の冷却過程において粒
子のみ残ったと考えられています。このような宇宙
の現在の姿を説明する条件として、バリオン数非保
存が起こること、粒子と反粒子に関する CP 対称
性が破れていることなどが要請されます。こういっ
た自然界の対称性の破れを検証するため、本セン
ターでは通常の加速器を用いた実験とは異なるア
プローチとして、原子とレーザーの相互作用を利用
したニュートリノの絶対質量測定やレプトン数非保
存、バリオン数非保存の検証を行い、素粒子の本
質や宇宙の起源に迫る研究などを行っています。

http://www.science.okayama-u.ac.jp/~center-qu/

堤　康輔　大学院自然科学研究科　博士前期課程　数理物理科学専攻 　( 熊本県　第二高等学校卒業 )

　私は高校のとき物理法則を使って問題を解いていくのが楽しくて物理学科に進学しました。大学では、
高校でただ覚えていた物理法則がどのように求められて何を意味しているのかということを教わり、私
にとって物理は問題を解く道具から現象の本質を考えるものへと変わっていきました。物理現象を理解
することで日頃目にするものから目に見えないものまでさまざまなことを説明できます。
　現在、私はニュートリノ質量分光のために原子とレーザーの相互作用について研究しています。これ
はレーザーの発達とともに近年急速に発展している分野でやりがいがあります。このようなレーザーを
使った実験をしたい人はぜひ量子宇宙研究センターに来てください。

Research Center of Quantum Universe
施 設 紹 介

在学生からのメッセージMessage from



数学科　4 年次生　
村上　大樹 さん

（岡山県　倉敷南高等学校卒業）

在学生からのメッセージ

Messages 
from 
Okayama 
University 
Students

　高校までは計算中心だった数学は、大学では
厳密性を追求し、講義では証明が中心となりま
す。入学直後は高校とのギャップで戸惑うかも
しれませんが、厳密に学んでいくにつれて数学
への興味は増していくと思います。また、教職
課程を履修することで教員免許を取ることもで
きるので、教員を目指す人にとってもよい環境
が整備されています。
　数学科では、基本的に他の理系とは違い、実
験などはありません。そのため四年間を通して
自由に使える時間が多いので、勉強以外にもア
ルバイトやサークル活動など様々なことに取り
組むことができます。その分自己責任となるこ
とも多いですが、数学科では特に際立ったスト
レスもなく充実した四年間を過ごすことができ
ると思います。
　これから入学してくる皆さんのことを応援し
ています。楽しい大学生活を送ってください。

物理学科　1 年次生　
清水　真 さん　

（千葉県　成田高等学校卒業）

　大学に入って物理と関連する数学を勉強して
ゆくと、自分の知らないことがまだまだあると
いうことに気付かされます。高校では、ただ公
式を覚えてそれに当てはめて解くことが普通で
したが、大学では物理学の基盤としての数学を
学び、自ら考える範囲がグッと広がります。た
だ教えられるだけではつまらなかった勉強も、
自分で考えて学ぶことでとても面白くなります。
その分自分で勉強することが必要となります
が、そこは友達や本の出番です。
　さて、「大学生は人生の夏休み」と聞いたこと
はありますか？確かに、大学生は自由です。では、
あなたは何がしたいですか？　どんな大学生に
なりたいですか？　まだ明確に決まっていない
人も多いと思いますが、それを見つけてゆくの
が大学生活の目標です。その過程で一番大切に
したいことは、自ら考え自ら行動することです。
自ら考え疑問に感じたことを勉強する。これが
大学生活の醍醐味であり、物理の研究にもつな
がってゆきます。

MON. TUE. WED. THU. FRI.
1

教職実践演習
2 解析学特論Ⅱ

3

4 課題研究 情報数学Ⅲ

5

WEEKLY SCHEDULE

※学年は平成26年度現在

MON. TUE. WED. THU. FRI.
1 電磁気学Ⅰ 力学演習２ 総合英語４

2 力学２ 物理科学入門 電磁気学演習１ 健康と口の病気
［主題科目］ 教養物理化学

3 総合英語３ 障害者理解の心理学
［主題科目］

4 情報物理学
実験Ⅰ 線形代数学Ⅱ 物理数学１

5 微分積分学Ⅱ

WEEKLY SCHEDULE

＋ − × ÷
x y z＝

＋ − × ÷
x y z＝
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Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科
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Department of Biology

Department of MathematicsDepartment of Mathematics

Department of Chemistry　Department of Chemistry　

Department of PhysicsDepartment of Physics

Department of BiologyDepartment of Biology

Department of Earth SciencesDepartment of Earth Sciences

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

my campus life 

and  future
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　一言でいうと、大学はとても楽しいです。現在
わたしは理学部生物学科で、高校時代に学んだこ
とを基礎に、より分子レベルでの生物学を学んで
います。授業では、生体制御や分子遺伝など、複
雑なことを学んでいますが、遺伝子やホルモンが
動物の体内でどのように働いているのかが理解
できると、達成感と学ぶ楽しさが生まれます。実
験実習では、高校では体験できないような繊細
な実験を行っています。たとえば、ザリガニの解剖
や酵素反応の実験などです。一人でひとつのもの
を扱うことは高校時代ではあまりなかったことなの
で、とても貴重な体験です。また、グループでの
実験では、他の人のいろいろな考え方に触れるこ
とができるので、とても知識の幅が広がります。
　勉強以外にも、アルバイトやサークル、部活
など、大学には自分を成長させる機会がたくさ
んあります。２年間大学生活をすごしてきて思
うことは、大学生 活で一番 大 切なのは何でも
積極的に行動することだということです。これか
ら大学に入学するみなさんも自ら積極的に行動し、
自身の可能性を広げて、充実した大学生活を一
緒に過ごしましょう。

　化学科では高校で習った化学を奥深く、そし
て新しいことも学ぶことが出来ます。1年次生
では英語を含む教養科目を多く受けますが、化
学の実験も始まります。2年次生では化学の専
門科目が一気に増えます。化学といってもいろ
んな分野があり、難しいと感じることもありま
すが、先生に質問したり学生同士で相談しあっ
て分かるようになったときはとても面白いです。
3年次生の主な授業は化学実験です。ここでは
1年次に行った実験の技術やこれまで習った専
門科目の知識を活かして、幅広く実験を行いま
す。また4年次の研究室配属でどこに行きたい
かを考える、良いきっかけです。大学では高校
とは違って自分の好きなように時間割を組むこ
とができ、授業の無い時間はみんなレポートを
書いたり、アルバイトやサークル活動をしてい
ます。私は主にアルバイトをしていますが、社
会勉強もでき、忙しくもとても充実した大学生
活を過ごしています。皆さんもぜひ化学科に入っ
て興味のあることに挑戦し、充実した大学生活
を送りませんか。

化学科　3 年次生　
工藤　すみれ さん

（大分県　大分西高等学校卒業）

　大学は自由な場です。やろうと思えば何でもでき
ます。部活動やアルバイト以外にも、研究や海外
留学、インターンシップといった活動に主体的に取
り組むことで、色々なことを学べます。学生の間に
学んだことは、社会に出てから必ず役に立つと思い
ます。
　地球科学は、地球内外でおこる様々な現象を解
明する学問です。研究対象は多岐にわたり、10以
上もの研究室に分かれています。地球科学科では、
1~3年次まで各専門の基礎を学び、4年次から課
題研究に取り組みます。研究室は3年次後期に希望
投票で決定されます。私の研究室は比較的少人数
ですが、そのぶん仲も良く、先生方もよく面倒をみ
てくれます。研究では大量の文献と、時間と手間の
かかる分析を相手にしないといけません。最初は根
気の要る作業ですが、研究の意味が分かってくると
次第に面白くなります。
　大学生になる皆さん、自分には出来ないと思って
いることに敢えて挑戦し、自分の可能性を追求して
ください。

生物学科　2 年次生　
東田　有未 さん　

（兵庫県　洲本高等学校卒業）

MON. TUE. WED. THU. FRI.
1

2 固体化学 物理化学Ⅳ

3 無機化学Ⅳ

4 化学実験Ⅱ 化学実験Ⅱ 化学実験Ⅱ

5

WEEKLY SCHEDULE
MON. TUE. WED. THU. FRI.

1 総合英語5 発生生物学Ⅰ 中等理科
指導法Ⅰ

2 生体制御学Ⅰ 分子遺伝学Ⅱ 死と生をみつめる
［主題科目］ 生徒指導論Ⅰ

3 生物学
実験B

生物学
実験B

総合英語5 現代生命科学
［個別科目］

4

5 情報処理論

WEEKLY SCHEDULE

MON. TUE. WED. THU. FRI.
1 科学英語基礎

地球科学輪講
2 先進基礎

化学概論

3

4 課題研究

5

WEEKLY SCHEDULE

地球科学科　4 年次生　
川角　彰吾 さん　

（京都府　洛西高等学校卒業）
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　高校生のときから数学が得意で、もっと数学について学びたいと思い本学科を選びました。どんなことを学ぶのだろうと期待に胸を膨らませたのもつか
の間、数字がほとんどでてこない暗号のような板書に驚き、とても焦ったのを覚えています。説明を聞いても本を読んでも全く理解できない。そんな大学
生活の始まりでした。
　難しい課題が出るたびに、友人たちと知恵を出し合いながら取り組みました。自分たちなりに完成させたレポートも不完全なものが多く、その度にまた調べ、
考えるということを繰り返しました。このようにして４年間で培った論理的思考力は私の財産です。また、１つの課題に対して話し合いながら解決策を見つけ出すと
いうことは、社会人になった今もっとも大切なことだと実感しています。
　私はSEなどの情報関係の仕事に就くか教員になるかで悩んでいたので、教員免許が取得でき、授業やゼミでプログラミングについても学べたことが卒業後
の進路を決めるにあたって役に立ちました。特にプログラミングの講義では、実際に企業の方に来ていただきお話を聞くことができ、就職活動を本格的に始め
る良いきっかけとなりました。
　さらに数学科は人数が少ないため、同回生はもちろん先輩や後輩との縦のつながりが強いことも魅力です。大学のときに悩みを共有し合った仲間たちは、卒
業してさまざまな職業に就いた今でも大切な仲間です。
　数学に興味のある皆さん、高校までとはまったく違う数学の奥深さを体感してください。そして、岡山大学理学部数学科で将来への一歩を踏み出しませんか？

卒業生からのメッセージ
Messages from Okayama University Graduates

土屋　絵梨　明誠学院高等学校　教諭　平成 23 年数学科卒業

　私はもともと物理が好きで、大学で物理について学びたいと思い岡山大学理学部物理学科を受験しました。大学では力学、電
磁気学、統計力学、量子力学をはじめ、相対性理論や固体物理学など物理について様々なことを学びました。大学院では、超伝
導 ( 冷やすと抵抗がゼロになる性質！ ) を研究しました。物理学を学ぶことで、電場、磁場の向きなどの実際に見ることの出来
ないものや、原子や光などの様々な物の性質を論理的・体系的に理解することができます。実はこのような見方はとても大切で、
仕事においてとても重要視される能力です。
　皆さんが将来どのような仕事に就くか分かりません。しかしどのような職業でも、社会では体系的に考え、説明する力、論理
的思考力が要求されます。社会はそういう人を求めています。私自身、会社で岡山大学で培った論理的思考を仕事に生かしてい
ます。理学部は論理的思考を身につけるにはとてもいい所です。ぜひ皆さんも岡山大学理学部で学び、社会で活躍できる人になっ
て下さい。

田邉　英章　リコー　平成 24 年物理学科卒業　平成 26 年大学院自然科学研究科博士前期課程修了

　身の回りの製品を眺めてみると、私たちの生活が化学に取り囲まれていることに気づきます。大学の化学科は、化学を通して
豊かな未来を形作っていくための第一歩となります。化学の研究は宝探しに似ているのではないでしょうか。様々な困難が待ち
受けていますが、それらを乗り越えて面白い現象を見つけたときは、大きな感動に包まれます。岡山大学の化学科には、宝島の
地図がたくさん用意されています。私自身、学生のときはいろいろと失敗しましたが、そのたびに丁寧に教えていただき、一歩
一歩着実に目的地に向かって進むことができました。岡山大学は瀬戸内ののどかな雰囲気の中にあり、自分のペースでじっくり
と研究に向き合うことができます。その雰囲気が私にあっていたせいか、その後も気長に化学の研究を続けることになりました。
自然の中で感性を磨き、新しいアイディアであなたの化学を切り拓いてみませんか？

廣津　昌和　大阪市立大学大学院理学研究科　准教授　平成 4 年化学科卒業　平成 9 年大学院自然科学研究科博士後期課程修了

　私は昆虫が好きで、大学で昆虫の研究をしたいと考えていました。そのため、昆虫を対象にする研究室があり、講義が充実
していた岡山大学の受験を決めました。何がしたいのかイメージを持って入学したことで勉強・研究に積極的に取り組めたと感
じています。大学では自分で講義を選択し、自分で考えて研究を進めます。そのため、工夫次第で学部・学科を越えて幅広い
知識・経験を得ることができます。実際に、生物学に加えて農学部・教育学部の講義も受講できました。また、サイエンスイ
ンカレという大会に出場し、他領域専門の先生の前で研究成果を発表することもできました。現在は営業職のため、自分で考
えて行動する場面の連続です。挫けずに頑張れるのは大学・大学院での6年間があるからだと感じています。大学での経験は
今の私を支えるかけがえのないものになりました。岡山大学には「やってみたい」という気持ちを受け入れる環境があります。
皆さんも、岡山大学理学部生物学科で思い切り学んでみませんか。

坂田　知葉　アストラゼネカ　平成 24 年生物学科卒業　平成 26 年大学院自然科学研究科博士前期課程修了

　私は、兵庫県南部地震がきっかけで地震学に興味を持ち、将来、防災の仕事に携わりたいと思い、本学科を選びました。
　大学では、地震学分野の中で地震ハザード評価の研究をしていました。研究は、教員の指導や先輩・後輩との議論を通して、
お互いの知識・経験を共有し、切磋琢磨しながら進めます。その中で、私は、自然現象を相手にする難しさを知り、そして、主
体的に考えながら最新の知見を得て、正確に伝えることの大切さを学びました。
　現在は、原子力施設の耐震安全性評価の一環として、地震ハザード評価の業務に携わり、本学科で学んだ知識・経験を最大限
に活かせる、そして、そうしなければならない職場で日々励んでいます。
　東北地方太平洋沖地震により、多くの人々が地震・津波に関心を持ち、今までの防災・減災のあり方も省みることになりました。
地球科学が注目される今だからこそ、本学科で学んでみてはいかがですか？

藤田　雅俊　（独立行政法人）原子力安全基盤機構　平成 19 年大学院自然科学研究科博士前期課程修了
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卒業・修了後の
進路状況

　理学部卒業生の多くは大学院（博士前期課程）へ進学します。大学院で修得した高度な専門知識
や研究・開発能力は、多くの企業で歓迎されています。就職状況を職業別にみると、製造業や情報
通信業で研究者や技術者として活躍している学生が多いことがわかります。教員になる学生が多い
ことも特徴です。さらに博士後期課程に進学した学生は博士の学位を取得し、大学等の教員や企業
の研究者として活躍しています。

■進路内訳（平成 26 年度）

■主な就職先（過去 5 年間）

大学院
（修士課程）進学
63.6％

大学院（博士課程）進学
9.0％

金融・保険業  2.1％

教育、学習支援業　
9.1％

製造業
46.2％

その他  5.6％
※その他  4.2％

その他  5.1％
※その他 2.6％

公務員 3.8％

情報通信業  
4.9％

卸売業・小売業  
4.9％

公務員 3.5％

製造業  2.1％

情報通信業 6.4％

学術研究、
専門・技術
サービス業
3.8％

教育、学習支援業　
11.5％

卸売業・小売業
2.6％

金融・保険業
2.6％

宿泊業・サービス業
3.8％

医療・福祉 2.6％

大学院

就職
85.9％

就職
30.8％

学部

学部
数学科

日本アイビーエム中国ソリューション、日本生命、三井住友銀
行、両備システムズ、日立ソリューションズ、NTT データ四国、
NEC ネッツエスアイ、三菱電機インフォメーションシステムズ、
トマト銀行、松山家庭裁判所、島根大学職員、中学校および高
等学校教員（岡山県、大阪府、東京都など）

物理学科

倉敷レーザー、損保ジャパン、トヨタテクニカルディベロップ
メント、光通信、東芝テックソリューションサービス、静岡銀行、
県庁（和歌山県）、市役所（倉敷市）、中学校および高等学校教員（岡
山県など）

化学科

ネオケミカル、タカラベルモント、倉敷化工、岡山県警、リン
テック、日立ソリューションズ、両備システムズ、野村総合研究
所、ソフトバンクテレコム、中学校および高等学校教員（岡山県、
愛媛県：私立を含む）、市役所（岡山市、高松市など）、県庁（岡
山県）

生物学科

日本新薬、日本製粉、明治、科学捜査研究所（山口県）、トライ
グループ、両備ホールディングス、日本総合研究所、三井造船
システム技研、高知大学職員、岡山市消防局、中学校および高
等学校教員（岡山県、大阪府、滋賀県など）、県警（岡山県、広
島県）、県庁（高知県）、岡山生協

地球科学科

気象庁、中電技術コンサルタント、中央復建コンサルタンツ、
野村総合研究所、シンワ技研コンサルタント、日立ソリューショ
ンズ、富士通エフアイピー、両備システムソリューションズ、県
庁（徳島県）、神戸税関、中学校教員（兵庫県）

大学院（博士前期課程）
数理物理科学専攻（数学系）

ＮＥＣシステムテクノロジー、新日鉄ソリューションズ、
SMBC 日興証券、沖縄海邦銀行・両備システムズ、日立システ
ムズ、ニコン、県庁（岡山県）、市役所（鳥取市）、中学校およ
び高等学校教員（岡山県、兵庫県、神奈川県、私立など）

数理物理科学専攻（物理学系）

三菱自動車工業、鉄道総合技術研究所、四国ガス、三菱重工業、
松定プレシジョン、デンソー、小糸製作所、中国電力、横浜ゴム、
ニコン、エルピーダメモリ、古河電気工業、NEC システムテク
ノロジー、三井化学、住友電装、ナカシマプロペラ、住友ゴム工業、
西日本電信電話、日亜化学工業、岡山ガス、リコー、東京消防庁、
県庁（鳥取県）、高等学校教員（広島県など）

分子科学専攻

日本ゼオン、中国塗料、住友精化、日本化薬、東洋合成工業、
アイカ工業、花王、倉敷化工、大塚製薬、大鵬薬品工業、JFE 
ケミカル、日本新薬、内山工業、四国化成工業、信越化学工業、
大日本住友製薬、田辺三菱製薬、ユニ・チャーム、東レ・ファ
インケミカル、阪本薬品工業、小野薬品工業、大阪合成有機化
学研究所、高等学校教員（岡山県、神奈川県）、県庁（鳥取県）

生物科学専攻

カワニシホールディングス、山田養蜂場、カバヤ食品、日本赤
十字社、鳥居薬品、花王、日本ハム食品、小林製薬、アストラ
ゼネカ、新学社、共和薬品工業、日亜化学工業、フジパン、中
学校および高等学校教員（岡山県、兵庫県など）、県警（岡山県、
千葉県など）、岡山大学職員

地球科学専攻

気象庁、四国電力、コスモ石油、岩谷産業、応用地質、国際航業、
水資源機構、両備システムズ、関電システムソリューションズ、高
等学校教員（大阪府）、県庁（佐賀県、高知県）、市役所（岡山市、
神戸市）

※その他（サービス業、建設業、不動産業・物品賃貸業、運輸業）

Career

※その他（電気・ガス・熱供給・水道業、運輸業）
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教職員からの
メッセージ

金は何色なのだろう？
化学科　准教授　武安　伸幸

生物学のすばらしい世界へ招待します

物理学科　准教授　小汐　由介

数学科　教授　谷口　雅治
数学の楽しさを体験する

物質の根源を解明する

　「あなたの論文は独創的ですね」といわれた時ほど数学者が自分の仕事を誇りに思う
瞬間はありません。未解決問題に立ち向かい、理論を新しく創り出すことによって解決
していくことこそ数学研究の醍醐味です。
　新入生のみなさんは入学直後に、微分積分学と線形代数学を学習します。そこで新た
な世界が広がり、いろいろな分野で数学が応用されていることを知ります。学年が進む
につれて、講義と演習をほぼ毎日受講し、ゼミで教員や他の学生とディスカッションを
行います。新しい世界がどんどん広がっていく楽しみは、数学を学ぶ楽しみであります。
 どうかこの楽しさを体験してください。数学の世界へようこそ。

　自然現象を説明する普遍的な法則を発見すること、それが物理学の目的です。物理学には様々
な分野がありますが、私が携わっている素粒子物理学は、物質の根源を探求し、その間に働く
相互作用を理解しようとする学問分野です。近年、高いエネルギーの加速器や地下に設置され
た大型検出器を用いた研究により素粒子の謎は徐々に解明されています。一方で、その性質が
良くわかっていない素粒子も多々あり、私たちは日々の研究において様々な試行錯誤を繰り返
しています。しかし、謎が一つでも解けたとき、何かを発見したときの興奮・感動はなにものに
も代え難い瞬間です。物理学科では素粒子物理だけではなく、物性研究から宇宙にいたる幅広
い分野で世界最先端の研究がなされており、そのような瞬間に立ち会える可能性が大いにあり
ます。皆さんも我々とともに、まだまだ謎に満ちた自然現象の解明に挑戦していきましょう。

　「金は何色でしょうか？」と尋ねられて「赤色です。」と答える人はほとんどいないでしょう。金といえば、普通、
オリンピックの金メダルのように光沢のある金色を想像します。しかし、赤色の金が存在することも事実なのです。

「金ナノ粒子」と呼ばれる、髪の毛の太さの1000分の1よりももっと小さく切り刻んだ金は、赤色になります。
面白いことに、同じ金なのに、その切り刻み方で青色にすることもできてしまうのです。こうなると「金は何色な
のか？」の問いに対して、どのように答えれば良いのか分からなくなってしまいます。なぜそんなことが起こるの
でしょう？これは決してマジックでなく、しっかりとした理論で説明することができます。金ナノ粒子は、大きさや形
状によって特徴づけられた性質をもつのです。この金属ナノ粒子の特性は、カラーフィルター、環境・生体計測、
医療診断などへ応用できます。
　私は、さらに優れた光機能をもつ材料を目指して、日々、研究に励んでいます。皆さんも、化学科で赤色の金
を超える新しい材料を一緒に作ってみませんか。

　 生物学は、神秘的に見える生き物の謎を異なる専門知識を総合して解き明かす学問分野です。複雑
な生命の謎を解くことは難しいように見えますが、科学技術の粋を集めた方法を用いれば、その神秘
の扉の中をのぞき見ることができます。そのときの感激を体験したことがない人へ伝えることは難し
いので、私たちは皆さんにこの感激を体験してほしいと願っています。この体験を通じて、高度な専門
知識、新しいことに挑戦する気概、問題を解決する能力、深く考える習慣、自分の考えを発表する技術、
人と議論するスキルを身につけ、社会の様々な場面で貢献できる人に育ってほしいのです。
　私は、植物の光合成の光エネルギーを利用する仕組みについて研究をしています。この研究には生
物学だけでなく化学と物理学の知識が必要です。大学進学の前に幅広い基礎知識、考える習慣を大い
に身につけてください。大学では皆さんを生物学のすばらしい世界へ招待することを約束します。

生物学科　教授　高橋　裕一郎
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地質を学び時空の旅を楽しむ
地球科学科　教授　鈴木　茂之

附属臨海実験所　准教授　坂本　浩隆

附属界面科学研究施設　教授　横谷　尚睦

最後のフロンティアー海

おもしろくて役に立つ機能性薄膜の研究をしています

　旅行を楽しんでいる人は多いと思います。知らない土地にいって、その風土に触れ、自分にとって新しい発見をしたり特別な体験がで
きることは、知能が発達している人間特有の娯楽でしょうか。地質を観察する目など、地球科学のスキルが身についていれば過去を旅
することも出来ます。高梁市成羽町周辺には植物化石を多産する成羽層群という地層があります。成羽美術館にはその化石が展示され
ています。まだシダが多く、ソテツやイチョウなどの初期の裸子植物が加わった多様性のある化石群です。植物化石層には、一部に海
の地層が挟まっていて、モノチス貝という三畳紀後期を示す示準化石が多産します。今から2億年余り昔、ここは緑の森林におおわれて
いたことが想像できます。羽山峡に向かうと「枝の不整合」を境に、成羽層群を被って赤色の地層が特徴的な羽山層が分布します。カリー
チと呼ばれる乾燥気候下で形成される、炭酸カルシウムが濃集した団塊が泥岩に多く含まれています。乾燥地帯の池でも繁殖するカイ
エビの化石が産出する以外、化石は見つかりません。薄い凝灰岩から１億年前の年代値が得られています。白亜紀中期、ここは乾燥気
候で植生がたいへん乏しい景観だったことが想像されます。地球科学はもっともロマンがある自然科学分野のひとつでしょう。

　モデル生物のゲノムが解読された今、多様な生き物について理解を深める必要があります。この点で、
様々な生物が進化の過程で獲得した戦略で適応している最大の生物圏「海」は、生命科学最後のフロンティ
アといえます。海に起源し多様化した生命を、適応との関連で、物質・細胞から個体・生態系のレベルまで、
多角的に検討すれば、従来の陸上生物の生命観に変わる新しい“海の生命観”が創成できるかもしれません。
一方、海洋は巨大な緩衝系として地球の恒常性を維持してきました。大規模な環境問題の鍵も海のなかに
隠されていると思います。
　自然にふれながら以上に臨む最前線が私たちの施設です。意欲と好奇心に溢れた若い力を歓迎します。

　皆さん、ダイヤモンドが電気を流し更には低温で超伝導を示すと言ったらどのように思われますか？　高校
ではダイヤモンドと言えば不導体であり電気は流さないと教わると思いますので、耳を疑うかもしれません
ね。科学は日々進歩しており、新しいことが次 と々発見されています。超伝導を示すダイヤモンドも実は最近
発見された物質です。
　我々の研究室では、これまでにない特性を示す薄膜を作製し特性発現のメカニズムを探る研究をしてい
ます。超伝導ダイヤモンド薄膜の合成と超伝導メカニズムの解明も我々の研究テーマの一つです。薄膜は、
学術的に興味ある特性を示すとともに、工業的にも多くの応用があり、省エネルギー・省資源社会の担い手
として注目されています。おもしろくて役に立つ性質を示す機能性薄膜の探索、および分光的解析手法に
よる機能性発現のメカニズム解明の研究に皆さんも参加しませんか。

基礎物理の真理を探究する
附属量子宇宙研究センター　准教授　植竹　智   

　量子宇宙研究センターでは、素粒子物理・宇宙物理・原子物理などの分野で発展した知識・技術を元
に、基礎物理の新たな法則を探求することを目指して研究を進めています。20世紀初頭に構築された
量子力学は、20世紀後半になって工学的に応用されるようになりました。その一つの鍵を握るのがレー
ザー技術です。現在ではレーザーを使って物質の量子論的性質を積極的に引き出し利用することが可能
になっています。私の研究では、このような最先端のレーザー技術を駆使して量子論的性質の顕著な物
質を準備し、謎の多いニュートリノの性質を明らかにすることを目指しています。皆さんも一緒に基礎
物理の真理を探究していきましょう。
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理 学 部 教 員 の 紹 介

学科 教育研究分野 教育研究分野の内容 担当教員

数
学
科

代数学 整数論，環論，表現論，数理論理学を教育，研究する。

橋本　光靖　教授
山田　裕史　教授
吉野　雄二　教授
田中　克己　教授 ※ 1
鈴木　武史　准教授
石川　佳弘　助教

幾何学 微分幾何学，多様体構造，位相幾何学，位相空間論を教育，研究する。

筧　　知之　教授
清原　一吉　教授
島川　和久　教授
鳥居　　猛　准教授
藤森　祥一　准教授

解析学 微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学など解析学の視点から数理物理に
関わる諸問題の教育，研究を行う。

河備　浩司　教授
谷口　雅治　教授
大下　承民　准教授

物
理
学
科

量子構造物性学 有機低次元導体が極限環境下で示す量子物性と構造との関連を放射光を用いて
調べる。

野上　由夫　教授
近藤　隆祐　准教授

量子物質物理学 極低温で際だった量子効果の現れる，分子性固体，磁性体など物質を中心にした
実験研究 味野　道信　准教授

機能電子物理学 放射光の回折・散乱および分光学的手法を用いた固体の結晶構造や量子相関に関する
実験的研究

池田　　直　教授
神戸　高志　准教授
松島　　康　講師

極限環境物理学 極低温，高圧，強磁場の極限環境下で現れる特異な磁性，超伝導に関する実験的研究
小林　達生　教授
荒木　新吾　准教授
北川　俊作　助教

低温物性物理学 核磁気共鳴 (NMR) 法を用いた超伝導や金属の磁性などの低温物性に関する研究
鄭　　国慶　教授
川崎　慎司　准教授
俣野　和明　助教

量子物性物理学 超電導や巨大熱起電力などを示す新物質の開発とその発現機構に関する実験的研究 野原　　実　教授
工藤　一貴　准教授　

界面電子物理学 表面・界面に特有な原子配列，化学結合状態及び物性を実験的に解明する。
横谷　尚睦　教授 ※2
村岡　祐治　准教授 ※2
小林　夏野　准教授 ※2，3

物性基礎物理学 強い相関を持つ多体電子系が示す様々な量子現象を，変分的手法や数値計算を用いて
理論的に解明する。

岡田　耕三　教授
西山　由弘　助教

量子多体物理学 凝縮系物質や希薄ボーズ，フェルミ原子気体などにおける超伝導，超流動等の巨視的量
子現象の理論的研究

市岡　優典　教授
大成誠一郎　准教授

素粒子物理学 宇宙の究極の微小世界や初期宇宙，現宇宙での時空・物質の構造，力学，対称性，物質・
反物質の非平衡の起源など物理学の基本的問題の解明 小汐　由介　准教授

宇宙物理学 宇宙・人工ニュートリノまたは宇宙背景放射観測による宇宙物理・素粒子物理の研究 作田　　誠　教授
石野　宏和　准教授

量子宇宙基礎物理学 レーザー冷却等の手法を使った極低温冷却原子・分子気体生成に関する研究及びそれ
を応用した現在の宇宙の物質・反物質非平衡の起源を探索する実験的研究 植竹　　智　准教授 ※ 4

化
学
科

構造化学 分光法及び回折法による分子並びに固体の構造とその物理的・化学的性質の解明 石田　祐之　教授　
後藤　和馬　助教

分光化学 レーザー分光による気相不安定分子および分子複合体の振動回転スペクトルの研究 唐　　　健　准教授

理論物理化学 液体・溶液・界面の構造，相平衡，相転移に関する理論的研究 甲賀研一郎　教授
墨　　智成　准教授

物理化学 平衡論および速度論的立場からの分子間相互作用および反応機構の解明に関する研究 末石　芳巳　教授

理論化学 凝集系の構造とダイナミクスに関する理論と計算機シミュレーションによる研究 田中　秀樹　教授
松本　正和　准教授

有機合成化学 天然ヘテロ環化合物及び類縁体の合成に関する研究 花谷　　正　教授 ※ 5

有機化学 生理活性天然物および類縁化合物の化学合成に関する研究 門田　　功　教授
髙村　浩由　准教授

●教育研究分野は大学院自然科学研究科における名称を掲載しています。
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学科 教育研究分野 教育研究分野の内容 担当教員

化
学
科

反応有機化学 機能性有機分子の合成と物性評価および新規光化学反応の開拓に関する研究 岡本　秀毅　准教授

機能有機化学 有機金属化学に基づく効率的物質変換法の開発と機能性材料合成への利用に関する
教育と研究

西原　康師　教授
岩﨑　真之　助教

無機化学 機能性無機化合物の合成（開発），構造，物性，反応性の研究 黒田　泰重　教授　
大久保貴広　准教授

錯体化学 遷移金属（およびランタニド）錯体の合成，構造，物性，反応性及び機能に関する教育と
研究

鈴木　孝義　准教授
砂月　幸成　助教 ※ 6

分析化学 レーザーを活用した単一細胞，単一分子レベルでの生体関連物質計測法の研究　 金田　　隆　教授
武安　伸幸　准教授

界面化学
新規な超伝導体の合成，界面の制御による新機能を有するエレクトロニクスデバイスの
研究
界面の関係する新しい物理・化学開拓　

久保園芳博　教授 ※2
江口　律子　助教 ※2
後藤　秀徳　助教 ※2

生
物
学
科

分子遺伝学 遺伝情報の伝達と発現，保存性と可変性，および細胞機能分化における制御機構の
研究

沓掛　和弘　教授
中越　英樹　准教授
阿保　達彦　准教授
冨永　　晃　准教授

分子生理学 光合成光化学系の分子構築および光合成初期過程の分子反応機構に関する研究 高橋裕一郎　教授
西村　美保　助教

分子細胞学 菌類における性，発生・分化などの高次細胞機能の分子機構，および染色体・ゲノムの
研究

多賀　正節　教授
中堀　　清　助教

構造生物学 膜タンパク質及びその複合体の構造形成機構，立体構造と機能についての研究
沈　　建仁　教授
菅　　倫寛　助教
秋田　総理　助教 ※ 7

神経制御学 本能行動や高次機能におけるニューロンの生理，形態，分子化学およびネットワークの
研究

坂本　浩隆　准教授 ※ 8
竹内　秀明　准教授

環境および時間生物学 多様な環境への生物の適応機構についての生理・生態学的および時間生物学的研究
富岡　憲治　教授
三枝　誠行　准教授
吉井　大志　准教授

生体統御学 脊椎動物におけるホルモンなどの液性因子による情報伝達および生体機能制御機構の
研究

髙橋　純夫　教授
坂本　竜哉　教授 ※ 8
竹内　　栄　教授
秋山　　貞　助教 ※ 8
御輿　真穂　助教
相澤　清香　助教

発生機構学 動植物の受精卵が複雑な形態を有する完成した生物へと発生する機構の分子レベルで
の研究

上田　　均　教授
高橋　　卓　教授
本瀬　宏康　准教授

地
球
科
学
科

岩石圏科学 岩石圏構成物質の性質・成因及び地殻の形成・発展過程に関する鉱物学的，岩石学的，
地質学的研究

鈴木　茂之　教授
中村　大輔　准教授
野坂　俊夫　准教授
山川　純次　助教

地球惑星物理学 固体地球及び惑星の構造と進化に関する地震学的・実験科学的研究
竹中　博士　教授
浦川　　啓　教授
隈元　　崇　准教授

地球惑星化学 隕石及び地球を構成する物質に含まれる元素の移動及び循環に関する無機・生物地球
化学的研究

千葉　　仁　教授
山中　寿朗　准教授 
山下　勝行　准教授 
岡野　　修　助教
井上麻夕里　助教

大気水圏科学 地球及び惑星における大気水圏のエネルギー・水循環過程に関する気候システム研究 野沢　　徹　教授
はしもとじょーじ　准教授

※ 1　アドミッションセンター専任教員
※ 2　附属界面科学研究施設教員
※ 3　エネルギー環境新素材拠点専任教員
※ 4　附属量子宇宙研究センター教員
※ 5　教育開発センター専任教員
※ 6　自然生命科学研究支援センター専任教員
※ 7　自然科学研究科附属光合成研究センター教員
※ 8　附属臨海実験所教員

平成27年4月1日現在
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岡山大学筋
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岡大入口

福居入口

岡大東門

国道53号線

文学部／法学部／経済学部／
社会文化科学研究科／地域総合研究センター

 理学部 理学部

 工学部／
 自然系研究科等事務部

 教育学部／教育学研究科／
教師教育開発センター
 教育学部／教育学研究科／
教師教育開発センター

 環境理工学部 薬学部 薬学部

 農学部 農学部

法務研究科／文化科学系総合研究棟／
放送大学岡山学習センター

 コラボレーションセンター／
自然生命科学研究支援センター
分析計測・極低温部門

 コラボレーションセンター／
自然生命科学研究支援センター
分析計測・極低温部門

自然科学系総合研究棟6F 附属量子宇宙研究センター／
廃棄物マネジメント研究センター

自然科学研究科　 ・　環境生命科学研究科棟／
自然科学研究科附属光合成研究センター

附属界面科学研究施設

自然生命科学研究支援センター
（光・放射線情報解析部門津島施設）　
自然生命科学研究支援センター

（光・放射線情報解析部門津島施設）　

自然生命科学研究支援センター（動物資源部門津島北施設）／
若手研究者キャリア支援センター　

新技術研究センター新技術研究センター

中央図書館

情報統括センター情報統括センター

埋蔵文化財調査研究センター

薬用植物園

自然生命科学研究支援センター
（動物生命科学研究支援センター）

自然生命科学研究支援センター
（ゲノム・プロテオーム解析部門）

岡山農場実習棟岡山農場実習棟

山陽圏フィールド
科学センター

岡山農場

岡山農場

岡山農場

文化系クラブ棟

体育系クラブ棟／トレーニング棟／合宿所

テニスコート

テニスコート

テニスコート

プール

グラウンド

グラウンド

多目的グラウンド

陸上競技場

アーチェリー場

野球場

サッカー場及びラグビー場

馬場

馬房

弓道場

学内水環境施設（誕生池）

女子学生寮
福居留学生宿舎

国際交流会館
桑の木留学生宿舎

大学本部大学本部

創立五十周年記念館創立五十周年記念館

研究推進産学官連携機構／
旧事務局庁舎
研究推進産学官連携機構／
旧事務局庁舎 北福利施設

（マスカットユニオン）
北福利施設
（マスカットユニオン） 東福利施設（ピオーネユニオン）

保健管理センター保健管理センター

 一般教育棟

L-café

教育開発センター／言語教育センター／ 
グローバル・パートナーズ／グローバル人材育成院／
学生支援センター／学生相談室

 一般教育棟

L-café

教育開発センター／言語教育センター／ 
グローバル・パートナーズ／グローバル人材育成院／
学生支援センター／学生相談室

スポーツ教育センター／
障がい学生支援室
スポーツ教育センター／
障がい学生支援室

清水記念体育館清水記念体育館

第一武道館／第二武道館

ハンドボールコート

体育管理施設
ボクシング練習場

大学会館／
アドミッションセンター／
キャリア開発センター

大学会館／
アドミッションセンター／
キャリア開発センター

南福利施設
（ピーチユニオン）
南福利施設

（ピーチユニオン）

津島キャンパス
交通アクセス
岡山までＪＲ利用
●JR岡山駅西口バスターミナル22番のりばから岡電バス【47】系統
　「岡山理科大学」行きに乗車、「岡大入口」又は、「岡大西門」で下車
　（バス所要時間約10分）
●JR岡山駅東口バスターミナル7番のりばから岡電バス【16】系統
　「津高台団地・半田山ハイツ」行き、【26】系統「岡山医療センター
　国立病院」行き、【36】系統「辛香口」行き、【86】系統「運転免許
　センター」行きのいずれかに乗車、「岡山大学筋」で下車、
　徒歩約7分（バス所要時間約10分）
●JR津山線「法界院駅」で下車、徒歩約10分

岡山まで航空機利用
●岡山空港から「岡山駅方面」行きバスで「岡山駅」にて下車。
　※所要時間約３０分
　その後は上記岡山駅周辺からの各種交通機関をご利用願います。
　（ノンストップバス以外をご利用の場合は、「岡山大学筋」にて下車、
　徒歩７分）

岡山まで山陽自動車道利用
●岡山ICで降り、岡山駅方面へ国道５３号線を直進、
　右手に岡山県総合グラウンドの木々が見え始めたら
　約６００メートルで岡山大学筋があります。左折すれば
　岡山大学に着きます。

第二体育館第二体育館
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　「岡山理科大学」行きに乗車、「岡大入口」又は、「岡大西門」で下車
　（バス所要時間約10分）
●JR岡山駅東口バスターミナル7番のりばから岡電バス【16】系統
　「津高台団地・半田山ハイツ」行き、【26】系統「岡山医療センター
　国立病院」行き、【36】系統「辛香口」行き、【86】系統「運転免許
　センター」行きのいずれかに乗車、「岡山大学筋」で下車、
　徒歩約7分（バス所要時間約10分）
●JR津山線「法界院駅」で下車、徒歩約10分

岡山まで航空機利用
●岡山空港から「岡山駅方面」行きバスで「岡山駅」にて下車。
　※所要時間約３０分
　その後は上記岡山駅周辺からの各種交通機関をご利用願います。
　（ノンストップバス以外をご利用の場合は、「岡山大学筋」にて下車、
　徒歩７分）

岡山まで山陽自動車道利用
●岡山ICで降り、岡山駅方面へ国道５３号線を直進、
　右手に岡山県総合グラウンドの木々が見え始めたら
　約６００メートルで岡山大学筋があります。左折すれば
　岡山大学に着きます。

第二体育館第二体育館
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岡山大学 理学部
〒700-8530  岡山市北区津島中三丁目1番1号

岡山大学理学部事務室教務学生担当
Tel.086-251-7778　　Fax.086-251-7777
E-mail  igx7778@adm.okayama-u.ac.jp
岡山大学理学部広報委員会

お問合せ窓口 :

編 　 集  :
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http://www.science.okayama-u.ac.jp●最新情報はホームページで！

理学部紹介MOVIE は
こちらから
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